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は
じ
め
に

　

令
和
二
年
二
月
一
四
日
か
ら
三
月
三
一
日
ま
で
、
特
別
展
「
備
前
の
あ

る
場
所
―
取
り
合
わ
せ
の
魅
力
―
」
を
岡
山
県
立
博
物
館
に
お
い
て
開
催

し
た
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
千
利
休
（
一
五
二
二
〜
一
五
九
一
）、
古
田
織

部
（
一
五
四
四
〜
一
六
一
五
）、
小
堀
遠
州
（
一
五
七
九
〜
一
六
四
七
）
ら

が
活
躍
し
た
時
代
の
備
前
焼
を
、
茶
道
具
の
優
品
と
取
り
合
わ
せ
て
展
示

を
行
い
、
茶
席
に
お
け
る
備
前
焼
の
役
割
を
紹
介
し
た
。

　

取
り
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
作
品
の
所
蔵
者
を
は
じ
め
と
す
る
現
代
の

茶
人
か
ら
指
導
を
受
け
た
。
茶
人
は
茶
席
を
設
け
る
と
き
、
な
る
べ
く
異

な
る
素
材
、
産
地
の
も
の
を
取
り
合
わ
せ
な
が
ら
も
、
調
和
や
意
味
が
生

ま
れ
る
よ
う
に
熟
慮
を
重
ね
る
。
そ
の
際
、
必
ず
し
も
同
時
代
の
も
の
に

限
定
し
て
取
り
合
わ
せ
を
行
う
訳
で
は
な
い
が
、
制
作
さ
れ
た
時
期
が
近

い
も
の
の
ほ
う
が
相
性
も
良
い
こ
と
が
多
い
。
現
代
の
茶
人
の
そ
う
し
た

見
解
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
備
前
焼
の
新
旧
順
に
取
り
合

わ
せ
た
茶
道
具
を
並
べ
る
と
、
使
う
道
具
の
移
り
変
わ
り
や
様
式
の
変
化

と
も
言
え
る
も
の
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
、
展
覧
会
の

企
画
を
進
め
た
。

　

企
画
を
進
め
る
際
に
は
、
一
六
世
紀
中
頃
か
ら
一
七
世
紀
前
半
の
茶
会

記
を
参
考
に
し
た
。
茶
会
記
と
は
、
茶
席
で
使
用
し
た
茶
道
具
な
ど
を
、

日
時
や
参
加
者
な
ど
と
共
に
記
し
た
文
献
で
あ
る
。『
松
屋
会
記
』『
天
王

寺
屋
会
記
』『
今
井
宗
久
茶
湯
日
記
抜
書
』『
宗
湛
日
記
』
が
代
表
的
な
も

の
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
の
四
会
記
は
ま
と
め
て
、
四
大
茶
会
記
と
も
呼
ば

れ
て
き
た
（
筒
井
二
〇
二
〇
）。

　

こ
う
し
た
現
代
に
伝
わ
る
茶
会
記
に
、
当
時
行
わ
れ
て
い
た
茶
会
が
す

べ
て
網
羅
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
記
録
さ
れ
た
回
数
は
か

な
り
の
数
に
及
ぶ
。
そ
こ
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
傾
向
は
、
当
時

の
様
子
を
あ
る
程
度
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
も
有
名
な
茶

会
記
に
つ
い
て
は
、
翻
刻
さ
れ
た
上
で
『
茶
道
古
典
全
集
』（
淡
交
社
）

な
ど
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
誰
も
が
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

情
報
の
共
有
化
を
進
め
た
上
で
、
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

　

展
覧
会
に
お
い
て
も
、
先
学
の
研
究
に
基
づ
き
な
が
ら
備
前
焼
の
使
用

記
録
を
茶
会
記
か
ら
抽
出
し
、
一
覧
表
に
し
て
掲
示
し
た
。
表
に
つ
い
て

は
、
展
覧
会
図
録
（
以
下
、
図
録
）
の
巻
末
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
岡

山
県
立
博
物
館
二
〇
二
〇
）。
本
稿
は
そ
れ
に
続
く
記
録
を
集
成
し
、
紹
介

す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

一
六
世
紀
中
頃
か
ら
一
七
世
紀
前
半
の
傾
向

　

本
稿
で
対
象
と
す
る
時
期
に
つ
い
て
傾
向
を
述
べ
る
前
に
、
ま
ず
、
図

録
に
掲
載
さ
れ
た
表
に
基
づ
き
、
一
六
世
紀
中
頃
か
ら
一
七
世
紀
前
半
の

概
略
を
紹
介
す
る
。

 
備
前
焼
茶
道
具
の
記
録

　
　
―
―
一
七
世
紀
代
の
茶
会
記
を
中
心
に
―
―

重
　
根
　
弘
　
和
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茶
会
記
に
お
け
る
最
も
古
い
備
前
焼
の
記
録
は
、
天
文
一
八
年
（
一
五
四

九
）
一
二
月
一
二
日
で
あ
る
。「
宗
理
」
の
茶
会
で
、
水
指
と
建
水
に
用
い

ら
れ
た
。
そ
の
後
、
花
入
、
茶
入
、
水
指
、
茶
碗
、
蓋
置
で
使
用
し
た
記
録

も
確
認
で
き
る
が
、
圧
倒
的
に
使
用
頻
度
が
高
い
の
は
建
水
で
あ
る
。

　

転
機
は
、
天
正
一
二
年
（
一
五
八
四
）
で
あ
る
。
天
王
寺
屋
宗
及
（
〜

一
五
九
一
）
が
水
指
に
備
前
焼
を
用
い
る
こ
と
が
増
え
る
。
そ
の
後
、
天

正
一
五
年
（
一
五
八
七
）
か
ら
は
花
入
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
る
。

同
年
六
月
一
四
日
、
千
利
休
が
博
多
の
茶
席
で
、
備
前
肩
衝
茶
入
を
高
級

な
白
地
金
襴
の
仕
覆
に
入
れ
て
披
露
す
る
。
そ
し
て
、
袋
ば
か
り
が
立
派

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
茶
入
に
「
ホ
テ
イ
」
と
い
う
銘
を
付
け
た
と
伝
わ

る
。
銘
の
由
来
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
は
ま
だ
、
備
前
焼
は

茶
道
具
と
し
て
そ
れ
ほ
ど
高
く
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
先

に
も
触
れ
た
が
、
こ
の
茶
会
と
前
後
し
て
、
備
前
焼
は
花
入
に
も
積
極
的

に
使
用
さ
れ
る
。
茶
道
具
の
中
で
の
備
前
焼
の
位
置
付
け
は
、
天
正
一
二

年
に
変
化
の
兆
し
を
見
せ
、
天
正
一
五
年
か
ら
そ
の
変
化
が
明
確
に
な
る

と
言
え
る
。
天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
に
は
羽
柴
秀
吉
（
一
五
三
七
〜

一
五
九
八
）
が
関
白
と
な
り
、
千
宗
易
が
利
休
居
士
号
を
た
ま
わ
る
。
秀

吉
に
よ
る
天
下
統
一
が
進
み
、
利
休
の
影
響
力
が
高
ま
る
頃
、
茶
の
湯
に

お
け
る
備
前
焼
の
評
価
に
も
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
頃
、
評
価
に
変
化
が
見
ら
れ
る
の
は
備
前
焼
だ
け
で
は

な
い
。
谷
晃
は
茶
会
記
の
分
析
を
通
じ
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

天
正
一
三
〜
一
四
年
頃
、
茶
席
に
お
い
て
使
用
す
る
陶
磁
器
は
中
国
産
が

減
少
し
、
朝
鮮
産
と
日
本
産
が
増
え
る
。
ま
た
、
掛
物
に
つ
い
て
は
中
国

絵
画
が
減
少
し
、
日
本
人
禅
僧
の
墨
跡
や
公
家
の
書
跡
が
増
え
る
。
茶
室

が
狭
く
な
る
の
も
、
こ
の
頃
で
あ
る
（
谷
二
〇
〇
一
）。
他
に
及
ぼ
す
影

響
が
最
も
強
い
建
築
を
は
じ
め
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
人
々
が
好
む
も

の
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
備
前
焼
か
ら
も
そ
う
し
た
変
化
の
一
端
が
読

み
取
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
慶
長
期
（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）
に
な
る
と
、
古
田
織
部

ら
が
備
前
花
入
を
積
極
的
に
使
用
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
記
録
を
見
る
限
り
、

備
前
花
入
は
床
に
置
い
て
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
床
の

中
釘
の
ほ
か
、
柱
や
下
地
窓
に
掛
け
て
使
用
す
る
こ
と
が
増
え
る
。
慶
長

期
に
お
い
て
備
前
焼
は
、
建
水
だ
け
で
は
な
く
、
水
指
、
茶
入
、
花
入
、

香
合
と
多
様
な
用
途
で
用
い
ら
れ
る
と
同
時
に
、
使
い
方
も
工
夫
さ
れ
る
。

し
か
も
、
花
入
と
水
指
、
茶
入
と
水
指
、
水
指
と
建
水
、
さ
ら
に
は
花
入

と
水
指
に
加
え
て
建
水
な
ど
、
備
前
焼
を
二
つ
以
上
取
り
合
わ
せ
て
使
用

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
傾
向
は
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
ま
で
続

く
が
、
そ
れ
以
降
、
小
堀
遠
州
は
水
指
以
外
に
備
前
焼
を
用
い
る
こ
と
は

な
く
、
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）
か
ら
は
建
水
に
の
み
使
用
す
る
。
そ

の
流
れ
は
、
天
正
一
五
年
よ
り
前
に
遡
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

二　

本
稿
の
位
置
づ
け

　

前
回
の
集
成
で
は
、
寛
永
一
五
年
以
降
の
記
録
は
小
堀
遠
州
の
茶
会
記

に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
寛
永
期
以
降
に
つ
い
て
述
べ
た
傾
向
は
、

あ
く
ま
で
も
遠
州
の
取
り
合
わ
せ
に
基
づ
く
も
の
と
言
え
る
。
そ
の
後
、

遠
州
よ
り
や
や
遅
れ
て
活
躍
す
る
金
森
宗
和
（
一
五
八
四
〜
一
六
五
七
）、
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江
岑
宗
左
（
表
千
家
四
代
、
一
六
一
三
〜
一
六
七
二
）、
伊
達
綱
村
（
仙
台

藩
主
四
代
、
一
六
五
九
〜
一
七
一
九
）
ら
の
茶
会
記
の
調
査
も
行
い
、
集

成
に
加
え
た
（
21
〜
44
頁
）。
な
お
、
近
年
、
四
大
茶
会
記
を
含
め
て
、
茶

の
湯
に
関
す
る
文
献
に
つ
い
て
再
検
証
が
進
ん
で
い
る
。
表
に
は
信
憑
性

が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
記
事
も
含
む
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
区
分
で
き
る

よ
う
に
、
引
用
し
た
文
献
と
記
事
の
掲
載
頁
を
、
表
の
最
下
段
に
示
し
た
。

　

本
稿
は
、
新
た
に
追
加
し
た
寛
永
期
以
降
の
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
傾
向
を
読
み
取
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
以
前
の
流
れ
も
含
め

て
見
た
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
と
考
え
、
表
に
つ
い
て
は
元
和
元
年
（
一

六
一
五
）
か
ら
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
表
の
最
上
段
に
付
け
た
番
号
は
、

図
録
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
の
連
続
性
が
わ
か
る
よ
う
に
続
き
番
号
に
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
に
掲
載
し
た
表
は
、
図
録
に
掲
載
さ
れ
た
表

か
ら
元
和
元
年
以
降
を
切
り
取
り
、
そ
こ
に
新
し
い
デ
ー
タ
を
追
加
し
て
、

再
編
集
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

三　

一
七
世
紀
前
半
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
の
茶
会
記
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と

（
一
）
変
遷

　

元
和
元
年
以
降
、
備
前
焼
は
花
入
、
茶
入
、
建
水
、
鉢
な
ど
に
も
使
用

さ
れ
て
い
る
が
、
最
も
多
く
用
い
ら
れ
る
の
は
水
指
で
あ
る
。
寛
永
七
年（
一

六
三
〇
）
に
は
、
備
前
の
「
り
う
ご
」
花
入
と
「
鞠
成
・
ま
り
な
り
」
水

指
を
合
わ
せ
て
遠
州
が
使
用
し
て
い
る
（
655
・
656
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
珍

し
い
事
例
で
、
同
じ
茶
席
に
二
つ
以
上
の
備
前
を
使
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

無
く
な
る
。
さ
ら
に
、
寛
永
八
年
か
ら
は
、
水
指
に
の
み
備
前
を
使
用
す
る
。

そ
こ
に
は
朝
鮮
産
の
茶
碗
と
瀬
戸
の
茶
入
、
花
入
に
金
属
器
か
青
磁
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
多
い
（
657
〜
722
）。
寛
永
二
〇
年
か
ら
は
、
備
前
の
使
用

は
建
水
に
限
ら
れ
る
（
724
〜
739
）。「
一
」
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
寛
永
期

（
一
六
二
四
〜
一
六
四
四
）
後
半
に
お
け
る
遠
州
に
よ
る
備
前
の
利
用
傾

向
は
、
天
正
期
（
一
五
七
三
〜
一
五
九
二
）
を
遡
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
遠
州
以
外
の
茶
席
を
見
る
と
、
花
入
に
用
い
た
記
録
が
確
認
で

き
る
。
金
森
宗
和
が
寛
永
一
五
年
一
月
二
八
日
に
、
備
前
と
思
わ
れ
る
「
ツ

ノ
カ
タ
ノ
花
入
」
を
床
の
窓
に
掛
け
て
使
用
し
て
い
る
（
673
）。

　

正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
か
ら
は
、
再
び
水
指
が
中
心
と
な
る
。
そ
れ

に
加
え
て
、
茶
入
と
花
入
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
増
え
る
。
し
か
し
、
建

水
と
し
て
の
使
用
は
少
な
く
な
る
。
そ
れ
か
ら
五
〇
年
以
上
同
じ
よ
う
な

状
況
に
あ
る
が
、
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
か
ら
は
水
指
の
使
用
が
減

少
し
、
花
入
の
使
用
が
増
加
す
る
。
こ
れ
は
、
伊
達
綱
村
が
短
期
間
に
連

続
し
て
同
じ
花
入
を
使
用
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

　

元
和
元
年
か
ら
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
の
茶
会
記
を
見
る
と
、
備
前

焼
は
水
指
か
花
入
に
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
天
正
期
の
後
半
か
ら

続
く
傾
向
で
あ
る
。
一
七
世
紀
中
頃
か
ら
は
、
茶
入
が
比
較
的
よ
く
使
わ

れ
て
い
る
。
や
や
時
代
が
下
り
、
一
八
世
紀
以
降
に
な
る
と
、
名
物
記
に

備
前
茶
入
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
る
（
下
村
二
〇
一
六
）。
茶
入
に
特

化
し
た
名
物
記
が
増
え
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確

か
だ
が
、
評
価
に
値
す
る
も
の
が
無
け
れ
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
。
一
七
世
紀
中
頃
か
ら
使
用
機
会
が
増
え
、
備
前
茶
入
の
中
に
も
評
価

す
べ
き
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
徐
々
に
認
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
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（
二
）
茶
会
記
に
登
場
す
る
伝
世
品

　

寛
永
一
三
年
（
一
六
三
六
）、
古
田
織
部
よ
り
伝
わ
る
備
前
肩
衝
茶
入

「
サ
ヒ
ス
ケ
」
が
登
場
す
る
（
666
）。「
サ
ヒ
ス
ケ
」
は
『
大
正
名
器
鑑
』

に
も
掲
載
さ
れ
（
高
橋
一
九
三
七
）、
備
前
茶
入
の
代
表
作
と
し
て
現
代
に

伝
わ
る
。
ロ
ク
ロ
成
形
後
に
胴
部
を
押
さ
え
て
変
形
し
、
口
縁
や
肩
に
傾

き
を
加
え
た
形
状
、
縦
方
向
の
ヘ
ラ
目
、
底
面
に
刻
ん
だ
「
六
」
と
「
C
」

の
記
号
、
表
面
の
質
感
、
い
ず
れ
を
見
て
も
慶
長
期
以
前
の
特
徴
を
備
え

て
お
り
、
織
部
が
所
持
し
た
と
語
り
継
が
れ
て
き
た
。
織
部
の
没
年
は
元

和
元
年
（
一
六
一
五
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
も
前
に
制
作
さ
れ
、
使

用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、
制
作

さ
れ
て
か
ら
二
〇
年
以
上
過
ぎ
た
後
に
、
初
め
て
文
献
に
登
場
し
た
こ
と

に
な
る
。
し
か
も
、
現
代
に
ま
で
わ
た
り
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

茶
道
具
は
制
作
さ
れ
て
か
ら
文
献
に
登
場
す
る
ま
で
、
さ
ら
に
は
廃
棄

さ
れ
る
ま
で
に
時
間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
考
慮

に
入
れ
る
と
、
文
献
記
録
や
消
費
地
遺
跡
で
の
出
土
例
は
、
確
認
で
き
た

時
期
よ
り
も
前
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
裏
付
け
に
し
か
な
ら
ず
、
出
現

時
期
を
特
定
す
る
根
拠
に
は
な
り
得
な
い
。
文
献
や
出
土
品
か
ら
伝
世
品

の
制
作
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
上

で
も
、
こ
の
「
サ
ヒ
ス
ケ
」
の
記
録
は
重
要
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
慶
長
期
に
制
作
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
備
前
の
茶
入
は
、
胴

部
に
変
形
を
加
え
た
筒
形
の
も
の
が
多
い
。
そ
の
変
形
が
少
な
い
も
の
も

あ
れ
ば
、
強
調
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
口
縁
部
や
底
部
に
ま
で
大
き

な
変
形
が
及
ぶ
も
の
も
あ
る
。
す
べ
て
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
と
は
考
え

が
た
い
。
こ
れ
は
、
備
前
の
茶
入
に
限
ら
ず
、
他
の
器
種
、
さ
ら
に
は
他

の
産
地
の
茶
道
具
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
出
土
品
か
ら
得
た

年
代
観
を
伝
世
品
に
あ
て
は
め
る
と
き
に
は
、
ま
ず
伝
世
品
に
見
ら
れ
る

形
態
の
変
遷
を
把
握
し
た
上
で
類
型
化
を
行
い
、
出
土
品
が
そ
の
類
型
化

の
ど
の
範
囲
に
収
ま
る
の
か
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
が
不
明
確

で
あ
る
と
、
年
代
が
特
定
で
き
る
範
囲
を
実
際
よ
り
広
く
と
ら
え
て
し
ま

う
な
ど
の
誤
解
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

伊
達
綱
村
の
茶
席
に
お
い
て
、「
鏡
山
」
と
い
う
銘
の
茶
入
が
使
用
さ
れ

て
い
る
（
903
・
915
・
956
）。
酒
井
巖
は
、
こ
の
茶
入
は
『
大
正
名
器
鑑
』

に
掲
載
さ
れ
た
備
前
茶
入
「
鏡
山
」
で
は
な
い
か
と
す
る
（
酒
井
一
九
六

八
）。
備
前
茶
入
「
鏡
山
」
は
仙
台
藩
茶
頭
で
あ
る
清
水
道
閑
（
一
六
一
四

〜
一
六
四
八
）
の
手
造
り
と
伝
わ
る
こ
と
に
基
づ
き
、
そ
の
よ
う
に
推
測

し
た
。
た
だ
し
、
元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
）
六
月
一
一
日
の
茶
会
記
に

は
、「
鏡
山
丸
壺
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
915
）。
備
前
茶
入
「
鏡
山
」
は

筒
形
で
あ
り
、
丸
壺
形
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
綱
村
の
使
用
し
た
「
鏡

山
」
は
備
前
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

（
三
）
備
前
焼
に
つ
い
て
の
表
記

　
「
花
入
古
備
前
之
焼
物
也
。
四
方
成
、
別
而
奇
也
」
と
い
う
記
述
が
寛

永
一
四
年
（
一
六
三
七
）
に
確
認
で
き
る
（
668
）。
こ
の
記
録
は
、『
隔
蓂

記
』
と
い
う
鳳
林
承
章
（
鹿
苑
寺
住
持
、
一
五
九
三
〜
一
六
六
八
）
の
日

記
の
記
載
に
よ
る
（
赤
松
一
九
九
七
）。『
隔
蓂
記
』
は
厳
密
に
言
う
と
茶

会
記
で
は
な
い
が
、
使
用
し
た
茶
道
具
に
つ
い
て
記
し
た
部
分
が
あ
る
。
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茶
会
記
と
同
じ
意
味
合
い
で
使
用
で
き
る
と
判
断
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

表
に
も
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
同
年
、
遠
州
が
「
古
備
前
や
き
」
の
水

指
を
使
用
し
て
い
る
（
669
・
670
）。
そ
の
後
、
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）

か
ら
、「
古
備
前
」
と
い
う
表
記
が
頻
出
す
る
（
720
・
721
ほ
か
）。
こ
の
頃
、

備
前
の
茶
道
具
の
中
に
、「
古
」
を
付
け
て
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

が
存
在
す
る
と
認
識
さ
れ
始
め
た
。

　

茶
会
の
記
録
で
は
な
い
が
、「
池
坊
専
好
立
花
図
」
に
あ
る
寛
永
六
年（
一

六
二
九
）
閏
二
月
六
日
の
挿
図
に
は
、「
古
備
前
焼
也
」
と
い
う
記
載
が
あ

る
。
こ
の
図
が
作
成
さ
れ
た
年
代
に
つ
い
て
は
検
証
が
必
要
だ
が
、
立
花

制
作
当
時
に
描
い
た
も
の
を
忠
実
に
写
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、「
古

備
前
」
と
記
し
た
最
も
古
い
記
録
と
な
る
。

　

ま
た
、『
隔
蓂
記
』
の
寛
永
一
五
年
二
月
二
九
日
の
項
に
は
、「
伊
部
焼

之
獅
子
香
爐
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
状
で
確
認
で
き
る
「
伊

部
焼
」
と
記
し
た
最
も
古
い
記
録
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
各
地

で
窯
が
築
か
れ
、
中
世
の
よ
う
に
国
名
で
は
な
く
、
よ
り
狭
い
地
域
名
で

や
き
も
の
を
呼
ぶ
こ
と
が
増
え
る
。
そ
う
し
た
変
化
を
受
け
、
備
前
焼
も

「
伊
部
焼
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ほ
か
、「
而
伊
部
焼
之
花
入

壹
ヶ
被
恵
之
。
耳
付
古
銅
之
體
似
焼
也
」（
寛
永
一
九
年
一
〇
月
一
九
日
）、

「
伊
部
焼
之
矢
筒
之
様
之
掛
花
入
」（
寛
永
二
〇
年
五
月
二
三
日
・
723
）、「
伊

部
焼
之
布
袋
之
香
炉
」（
正
保
三
年
七
月
一
八
日
）、「
備
前
伊
部
之
香
爐
」

（
萬
治
二
年
正
月
二
一
日
）、「
備
陽
伊
部
焼
之
掛
花
入
」（
萬
治
四
年
正
月

二
六
日
）
と
い
っ
た
記
載
も
あ
る
。

　

な
お
、
現
在
「
伊
部
手
」
と
言
う
と
、
黒
っ
ぽ
く
発
色
す
る
土
を
塗
っ

た
作
品
の
こ
と
を
指
す
。
こ
う
し
た
塗
土
を
施
す
茶
道
具
や
細
工
物
と
呼

ば
れ
る
香
炉
を
盛
ん
に
作
る
の
は
、
寛
永
期
以
降
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
、

「
伊
部
」
と
記
す
こ
と
が
増
え
る
時
期
と
重
な
る
。
そ
の
頃
に
制
作
さ
れ

た
作
品
の
箱
に
は
「
備
前
」
で
は
な
く
、「
伊
部
」
と
書
か
れ
て
い
た
と
想

像
で
き
る
。
後
世
の
人
が
そ
れ
を
見
て
、
塗
土
が
施
さ
れ
た
も
の
は
「
伊

部
」
の
手
で
あ
る
と
区
別
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。「
伊
部
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
時
期
に
多
く
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
と

も
言
え
る
。
地
元
で
は
昭
和
時
代
初
期
ま
で
、「
伊
部
焼
」
と
い
う
呼
び
方

の
ほ
う
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
改
め
て
「
備
前
焼
」
の
呼
称
が
定
着
す
る

の
は
、
備
前
町
が
発
足
す
る
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
頃
か
ら
で
あ
る
。

　

元
禄
一
二
年
（
一
六
九
九
）、
伊
達
綱
村
が
建
水
に
「
新
備
前
四
角
」
を

使
用
す
る
（
886
）。
こ
の
年
以
降
、
水
指
や
花
入
に
「
新
備
前
」
と
い
う

表
記
が
見
ら
れ
る
。
や
や
時
代
が
下
り
、
元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
）
に

は
、
花
入
に
「
新
備
前
異
風　

松
平
新
太
郎
よ
り
」
と
い
う
記
述
が
あ
る

（
934
）。
松
平
新
太
郎
と
は
、
池
田
光
政
（
岡
山
藩
主
初
代
、
一
六
〇
九

〜
一
六
八
二
）
の
こ
と
で
あ
る
。
綱
村
の
茶
会
記
で
は
、
利
休
、
織
部
、

遠
州
が
所
持
し
て
い
た
も
の
は
「
古
備
前
」（
884
・
885
ほ
か
）、
光
政
か
ら

届
い
た
も
の
に
は
「
新
備
前
」
と
表
記
し
、
備
前
焼
に
つ
い
て
「
古
」「
新
」

の
区
別
を
し
て
い
る
。
光
政
が
岡
山
藩
主
と
な
る
の
は
寛
永
九
年
（
一
六

三
二
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
新
備
前
」
と
表
記
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
時

期
以
降
に
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
寛
永
期
を
通
じ
て
、「
古
備
前
」「
伊
部
」「
新
備
前
」

と
い
っ
た
記
述
が
登
場
し
、
備
前
焼
に
つ
い
て
の
表
記
は
多
様
化
す
る
。
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お
わ
り
に

　

元
和
元
年
か
ら
宝
永
二
年
ま
で
、
約
九
○
年
間
に
わ
た
る
茶
会
記
を
見

て
き
た
。
豊
臣
家
が
滅
亡
し
て
か
ら
、
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
の
治
世
下
ま

で
を
対
象
と
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
期
間
を
通
じ
て
最
も
多
く
使

わ
れ
た
備
前
焼
茶
道
具
は
水
指
で
あ
り
、
そ
れ
に
次
い
で
多
い
の
は
花
入

で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
天
正
一
二
年
か
ら
続
く
。
茶
席
に
お
け
る
備
前
焼

の
役
割
は
、
天
正
一
二
年
以
降
、
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
茶
碗
に

つ
い
て
は
、
一
例
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
一
七
世
紀
中
頃
か

ら
は
茶
入
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
る
。
こ
の
時
期
の
大
き
な
特
徴
と

言
え
る
。

　

茶
会
記
に
お
い
て
備
前
焼
を
記
録
す
る
と
き
、
基
本
的
に
は
「
備
前
」

と
記
す
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
元
和
期
よ
り
前
の
時
代
と
変
わ
ら
な
い
。

し
か
し
、
寛
永
期
の
後
半
か
ら
「
古
備
前
」
や
「
伊
部
」
と
記
す
こ
と
も

増
え
る
。
そ
し
て
、
元
禄
一
二
年
か
ら
は
「
新
備
前
」
と
い
っ
た
表
記
も

見
ら
れ
る
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
各
地
で
新
し
く
窯
を
築
く
。
そ
の
窯
で
焼
か
れ
た

や
き
も
の
は
、
国
名
で
は
な
く
、
よ
り
狭
い
地
域
名
で
呼
ば
れ
る
。
そ
れ

に
と
も
な
い
備
前
焼
も
、
国
名
で
あ
る
「
備
前
」
で
は
な
く
、「
伊
部
」
と

い
う
窯
が
あ
る
地
域
名
で
呼
ば
れ
た
。
ま
た
、
新
た
な
窯
で
焼
成
さ
れ
た

茶
道
具
が
普
及
す
る
と
、
伊
部
で
も
そ
の
影
響
を
受
け
た
「
古
備
前
」
と

は
異
な
る
作
風
の
備
前
焼
茶
道
具
が
作
ら
れ
、
そ
の
箱
に
は
「
伊
部
」
と

書
か
れ
た
。
呼
称
の
多
様
化
か
ら
、
そ
の
背
景
に
あ
る
や
き
も
の
を
め
ぐ

る
環
境
や
作
風
の
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

茶
会
記
は
文
字
情
報
で
は
あ
る
が
、
そ
の
変
遷
を
追
う
こ
と
で
茶
道
具

の
形
や
使
い
方
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
当
時
の
茶
会
を
偲
ぶ
た
め

の
情
報
が
得
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
情
報
量
が
膨
大
で
あ
る
と
同
時
に
、

記
録
方
法
も
茶
会
記
に
よ
っ
て
異
な
る
。
研
究
成
果
の
共
有
を
進
め
る
た

め
に
は
、
収
集
と
整
理
の
方
法
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

謝
辞　

　

本
稿
作
成
の
た
め
、
資
料
収
集
を
行
う
際
に
は
、
梶
山
博
史
氏
（
中
之

島
香
雪
美
術
館
）
と
下
村
奈
穂
子
氏
（
根
津
美
術
館
）
か
ら
助
言
と
協
力

を
得
ま
し
た
。

　
「
池
坊
専
好
立
花
図〈
九
十
三
図（
著
色
）／
自
寛
永
五
年
至
同
十
二
年
〉」

（
頂
法
寺
蔵
、
重
要
文
化
財
）
及
び
、『
専
好
立
花
の
観
賞
』
に
つ
い
て
は
、

江
木
淳
人
氏
（
備
前
市
立
備
前
焼
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
か
ら
教
示
を
得
ま
し
た
。

　

末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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宗
湛
日
記
」『
茶
書
古
典
集
成
』
五　

淡
交
社　

二
〇
二
〇
年
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

638
一
六
一
五

元
和
元
年

一
〇
月
二
〇
日

有
楽

虚
堂
墨
跡
　
重
宗

甫
ニ
ア
リ
タノ
也

白
梅
ト
寒
菊

青
地
龍
耳
ア
リ
、紫

筋
ア
リ
、口
ノ
開
ニ

少
キ
花
瓶
、此
花
瓶

ハ
前
ニ
春
屋
所
ニ
ア

リ
テ
、水
野
監
物
取

候
花
瓶
ナ
リ

京
極
茄
子
、段
子
ノ
袋
、内

赤
盆

宗
及
ク
ヽ
リ
袴

ノ
水
指

文
ノ
ア
ル
銅
水
こ

ぼ
し
、三
足
ア
リ
、

耳
ア
リ
、元
来
ハ

香
炉
ト
見
ヘ
タ
ル

下
水
ナ
リ

古
瀬
戸
ノ
天
目
　

天
目
ハ
不
干
取
出
被

申
候
天
目
ト
也
、薬
ノ

色
替
タ
ル
所
ア
リ
、ヒ

ズ
ミ
タ
ル
見
事
ノ
天
目

也
、大
キ
ニ
モ
ア
リ

（
薄
茶
）利
休
時
ノ
赤

キ
京
焼

曲
輪
々
々
香
台
ニ
、上
ニ
銅
香
炉
、伴

蓋
、蓋
ニ
釣
ノ
高
キ
三
ツ
ア
リ
、身
ニ
足

三
ツ
ア
リ
、文
ア
リ

芋
モ
ナ
キ
象
牙
ノ
茶
杓
　

竹
ヒ
ツ
キ
リ

杉
ノ
片
口

1
420

639
一
六
一
七

元
和
三
年

六
月
四
日

四
時

藤
重
藤
元

カ
ネ
ノ
花
入（
絵
あ

り
）　
サ
ウ
耳
ア
リ
、

文
カ
ス
カ
ニ
ミ
ユ
ル

茶
入
文
琳（
絵
あ
り
）

段
子
袋
也
、緒
我
右
ヘ
引

ク
、盆
ナ
シ
、袋
中
柱
ニ
カヽ

ル

備
前
ノ
ト
ヒ
口

ナ
リ
、口
ノ
方

ヲ
前
ヘ
置
、ツ
ル

ハ
ヲ
ト
シ
タ
ル

物
ナ
リ

古
キ
段
々
ノ
水

下

高
ライ
茶
碗（
絵
あ
り
）

引
切
　

舟
越
殿
ヘロ
テ
イ
ミ
ル

4
243

640
一
六
一
八

元
和
四
年

四
月
一
三
日

晩

中
左
近

定
家
朗
詠
ノ
切

四
方
盆
ニ
称
名
寺

備
前
水
サ
シ

青
地
水
下
　
薄

茶
ノ
ト
キ
、カ
メノ

フ
タ

高
ラ
イ
茶
ワ
ン

高
ラ
イ
皿
ニ
ナ
マ
ス一

4
221

641
一
六
二
二

元
和
八
年

一
〇
月
二
九
日

久
好

絵

肩
衝
　
盆
ナ
シ
　
袋
木

綿
カ
ン
ト
ウ
、有
楽（
公
）

ヨ
リ
ノ

備
前
水
差
　
イ

ビ
ツ
ナ
リ

メ
ン
ツ
ウ

黒
茶
碗

吉〔
志
〕野
鉢
ニ
サ
ヾ
イ
　
水
グ
リ
引
切

8
257

642
一
六
二
六

寛
永
三
年

一
二
月
六
日

晩

中
坊
左
近

西
行
哥
書

白
玉
・
水
仙
　

カ
ン
キ
ク

青
地
、シ
ヤ
ウ
フ
カ

タ
ニ

肩
丸
キ
嶋
茶
入

備
前
水
指

福
庵
高
ラ
イ
茶
ワ
ン

4
254

643
一
六
二
六

寛
永
三
年

一
二
月
一
五
日

朝

大
蔵
源
右
衛
門
古
渓
文
字
、蒲
庵
印
梅
・カ
ン
キ
ク

ホ
ソ
口

文
林
か

備
前
水
指
　
ツ

ル
ア
ル
ノ

メ
ン
ツ

白
高
ラ
イ
茶
ワ
ン

菓
子
、食
籠
ニ

引
切

4
255

644
一
六
二
七

寛
永
四
年

一
二
月
一
八
日

晩

中
左
近

佛
紅
賛
ノ
絵

ツ
ハ
キ
　
キ
イ
セ

ン
花

二
重
筒

耳
茶
入

備
前
ノ
メ
ン
ツ

今
カ
ウ
ラ
イ
茶
ワ
ン

4
258

645
一
六
二
八

寛
永
五
年

五
月
一
日

不
時

小
堀
遠
州

川
骨

備
前
花
入

小
棗

筑
前
や
き

茶
碗
　
右
同（
高
麗
）

染
付
香
炉
　
盆
ニ
乗
て

7
41

646
一
六
二
八

寛
永
五
年

五
月
九
日

朝

小
堀
遠
州

国
師
　
道
号

備
前
花
入
　
卓
ニ

乗
ル

古
瀬
戸
肩
衝

膳
所
焼
水
指

岡
山
茶
碗（
高
麗
か
）

棚
ニ
さ
い
ろ
う
　
脇
ニ
青
地
　
菊
ノ
染

付
香
合
　

中
ノ
重
ニ
瀬
戸
しゝ
ノ
香
炉

引
切

7
41

647
一
六
二
八

寛
永
五
年

六
月
一
四
日

朝

小
堀
遠
州

く
わ
ん
草
　
赤

む
く
げ

か
ね
掛
花
入

春
慶
ひ
や
う
た
ん
な
り

茶
入

水
さ
し
　
備
前

焼

三
島
茶
碗

引
切

7
42

648
一
六
二
八

寛
永
五
年

六
月
一
四
日

晩

小
堀
遠
州

驢
馬

く
わ
ん
草
　
か

ん
ひ

ぞ
う
耳
　
中
か
ふ

ら
　

文
琳

右
同（
備
前
焼
）

右
同（
三
島
茶
碗
）

引
切

7
42

649
一
六
二
九

寛
永
六
年

閏
二
月
二
一
日

朝

中
坊
左
近

柳
立
観
音
ニ
南
堂
賛
椿
・
桜

コ
ト
ウ

セ
ト
茄
子
、光
明
朱
八
葉

盆
ニ

信
楽
水
指

備
前
水
下

三
好
丹
後
殿
高
ラ
イ

4
263

650
一
六
二
九

寛
永
六
年

六
月
五
日

日
中
誓
願
寺
隠
居

安
楽
庵
　
　
定
家
懐
帋

コ
ク
チ
ナ
シ
　
キ

ン
ホ
ウ
ケ
色
々
ノ

花
五
色
入

胡
銅
薄
板
ニ

文
林
、青
貝
八
角
盆

袋
青
段
子
、鳥
タ
ス
キ

ツ
ホ
ニ
黒
薬
一
色
ニ
、嶋

モ
ノ
カ

古
セ
ト
水
指

備
前
水
下

高
ラ
イ
也
、筆
スヽ
キ
ノ

ワ
リ
カ
ウ
タ
イ
也

備
前
鉢
ニ
、タ
ウ
フ
ア
フ
リ・ニ
シ

メ
ホ
シ
タ
ル
ノ
、青
ワ
ラ
ヒ
・ヒ
シ

キ
三
色
、皿
ソ
ヘ
テ
、高
ラ
イ
鉢
ニ

唐
ノ
ス
イ
キ
　
ミ
ヤ
ウ
カ
ノ
コ
　

ケ
シ
アヘ

鉢
ニ
フ
ア
ヲ
ク
シ
　
マ
シ
リ
テ
引

菓
子
ミ
ノ
柿
・カヽ
セ
ンヘ一・キ
ク

ラ
ケ
一
、チ
ヤ
ツ
ホ
ニ
面
々

釣
棚
ニ
香
入
一
色

4
264

651
一
六
三
〇

寛
永
七
年

一
月
七
日

朝

石
井
宗
有

定
家
コ
セ
ン

コ
ト
ウ
四
方
花
入

茶
入
セ
タ
ヤ
キ

備
前
水
指

高
ラ
イ
茶
ワ
ン

4
273

652
一
六
三
〇

寛
永
七
年

一
〇
月
二
日

朝

小
堀
遠
州

無
準

生
野

水
指
　
備
前
焼

　
姥
口

高
麗

引
切

7
48

653
一
六
三
〇

寛
永
七
年

一
〇
月
二
七
日

朝

小
堀
遠
州

仏
光

丸
ひ
や
う

高
畠
ノ
茶
入

水
指
　
備
前
焼

　
ウ
ハ
口

丹
波
焼

大
坂
高
麗

染
付
香
合

引
切

7
49

654
一
六
三
〇

寛
永
七
年

一
一
月
三
日

朝

小
堀
遠
州

墨
跡
　
驢
馬
　
国

師
賛

大
丸
龍
耳

在
中
庵

水
さ
し
　
備
前

焼

丹
波
焼

大
坂
高
麗

7
49

備
前
焼
茶
道
具
が
登
場
す
る
茶
会
記
一
覧
（
一
六
一
五
～
一
七
〇
五
）
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

655
一
六
三
〇

寛
永
七
年

一
一
月
二
六
日

晩

小
堀
遠
州

仏
光
　
前
ニ
花
入

備
前
ヤ
キ
　
り
う

ご

相
坂
ノ
茶
入

水
指
　
備
前
焼

　
鞠
成

トヽ
ヤ

貝
ノ
短
檠

引
切

7
49

656
一
六
三
〇

寛
永
七
年

一
一
月
二
八
日

朝

小
堀
遠
州

月
石
渓

花
入
　
備
前
焼
　

り
う
こ

相
坂
ノ
茶
入

水
指
　
備
前

ま
り
な
り

し
か
ら
き

トヽ
ヤ
茶
わ
ん

染
付
菱
ノ
香
合

7
49

657
一
六
三
一

寛
永
八
年

一
月
八
日

松
平
下
総
守
レ
ウ
ラ
ン
ケ
イ
文
字

胡
銅
花
入

薄
板

古
キ
瀬
戸
尻
フ
ク
ラ
、袋

兎
ノ
キ
レ
、色
ク
ロ
ク
モ
ヨ

キ
ノ
ヤ
ウ
也
、緒
モ
ヨ
キ

色
、ウ
ラ
ハ
ヘ
ニ
色
也
、ツ

ホ
ハ
石
地
蔵
ノ
筒
ハ
リ
タ

ル
様
也
、ケ
イ
見
事
也
、一

方
火
口
ノ
ヤ
ウ
也
、此
比

小
遠
州
ヘ
御
開
候
由
也

水
指
備
前
ノ
マ

リ

信
楽
水
下

高
ラ
イ
茶
ワ
ン

茶
碗
、小
遠
州
指
図

ニ
テ
御
取
候
由
ナ
リ
、

（
絵
あ
り
）古
キ
高
ラ

イ
茶
ワ
ン
ナ
リ

大
イ
ト
メ
　
イ
リ
コ
　
玉
子
フ
ハ

〳
〵

染
付
長
キ
サ
ラ
　
コ
ノ
ワ
タ

錦
手
鉢
カ
ウ
ノ
モ
ノ
色
々

染
付
皿
ニ
ナ
マ
ス

イ
ト
メ
ニ
、白
魚
　
子
コ
モ
リ
　

シ
ヲ
引

染
付
四
方
香
入
　

引
切

4
275

658
一
六
三
一

寛
永
八
年

二
月
一
〇
日

晩

中
左
近

西
行
哥
書
奥
書

梅
・
椿

角
コ
ト
ウ
花
入

神
式
部
殿
ヨ
リ
ノ
　
尻
フ

ク
ラ

備
前
水
指

ワ
リ
香
台
茶
ワ
ン

鉢
肴
キ
ン
カ
ン

4
278

659
一
六
三
一

寛
永
八
年

二
月
二
五
日

朝

小
堀
遠
州

隆
欄
渓

金
ノ
ツヽ
カ
ケ
テ

瀬
戸
肩
衝

水
指
　
備
前
焼
膳
所
焼

高
麗

服
部
香
合
　
青
外
布
袋

香
箱
　
貝
ノ
布
袋

7
50

660
一
六
三
一

寛
永
八
年

四
月
二
七
日

朝

小
堀
遠
州

驢
馬
　
国
師
賛

金
ノ
筒
カ
ケ
テ

相
坂
茶
入
　
堆
朱
五
葉

ノ
盆
ニ
ノ
ル

水
指
　
備
前
焼
シ
カ
ラ
キ

島
高
麗

貝
ノ
香
合

7
50

661
一
六
三
一

寛
永
八
年

一
〇
月
三
〇
日

朝

大
文
字
屋
宗
味
虚
堂
墨
跡

梅
・
水
仙
花

胡
銅
花
入

薄
板
ニ

日
野
肩
衝
、袋
ニ
入
、盆

ナ
シ

上
薬
ク
ロ
シ
、モ
ヨ
キ
ノ
ヤ

ウ
ナ
ル
所
モ
ア
リ
、下
薬
カ

キ
、口
高
キ
也
、土
ア
ツ
ク
、

ア
カ
白
キ
也
、ヘ
キ
土
也

水
指
備
前
荒
焼
、

ウ
ハ
口

水
下
信
楽

染
付
小
皿
ニユ
ヤ
キ

鉢
カ
ウ
ノ
物

大
イ
ト
メ
ニ
鯛
大
ヤ
キ

カ
タ
ミ
カ
ワ
リ
引
切

香
入
ハ
、染
付
ノ
長
キ
ノ
身
ハ
八
角
、フ

タ
ハ
丸
シ

4
279

662
一
六
三
三
寛
永
一
○
年

六
月
一
日

朝

小
堀
遠
州

養
叟

仏
具
屋
　
六
角

小
瀬
戸

水
指
　
備
前
焼
シ
カ
ラ
キ

染
付

金
獅
子
香
炉

布
袋
香
合

7
52

663
一
六
三
三
寛
永
一
○
年

六
月
一
七
日

小
堀
遠
州

養
叟

シ
カ
ラ
キ
　
リ
ウ
コ
小
瀬
戸

水
指
　
備
前

シ
カ
ラ
キ

染
付

貝
布
袋
ノ
香
合

7
53

664
一
六
三
四
寛
永
一
一
年

一
月
一
七
日

朝

西
川
八
右
衛
門
天
祐
横
字

柳
・ツ
ハ
キ

大
平
ニ（
絵
あ
り
）ム
モ

ン
カ
ネ
花
入
カ
ケ
テ

ヤ
キ
茶
入

備
前
◇
水
指

高
ラ
イ
茶
ワ
ン

4
291

665
一
六
三
四
寛
永
一
一
年

三
月
二
五
日

朝

藤
シ
ケ
藤
厳
正
印
墨
跡
　

古
織
部
殿
表
具
也
椿
二
色
ト
ケ
マン

ト
入
薄
板

コ
ト
ウ

四
方
盆
ニ
作
物
茄
子
、袋

ニ
入
テ

ト
ヒ
口
ノ
ツ
ル

ノ
ナ
キ
ノ
、口
ノ

方
ヲ
前
ヘ
ヲ
ク
、

ヒ
セ
ン
モ
ノ
カ
、

藤
元
ノ
数
寄
ニ

テ
見
申
候
ノ

メ
ン
ツ

高
ラ
イ
茶
ワ
ン
、少
黒

ア
ヲ
メ
也

高
ラ
イ
鉢
ニ
カ
ウ
ノ
モ
ノ
　
ツ
ケ

サ
ン
セ
ウ

大
白
菊
皿
ニ
鮒
ニ
ヒ
タ
シ

引
切

4
294

666
一
六
三
六
寛
永
一
三
年
一
〇
月
二
六
日

晩

中
沼
左
京

沢
庵
横
字
、詩
哥
ノ
、

口
一
ク
タ
リ
半
ノ

内
ニ
、瀧
本
坊
ト
有

候

水
仙
　
カ
キ
ツ

ハ
タ

カヽ
ネ
ノ
ツヽ

備
前
肩
衝
古
織
部
殿
ヨ

リ
、ヲ
カ
ワ
左
馬
亮
へ
参

候
由
、サ
ヒ
ス
ケ
ト
云
也
、

巣
蓋
、袋
コ
ン
地
小
文

4
308

667
一
六
三
七
寛
永
一
四
年
閏
三
月
二
八
日

朝

別
所
内
膳

琦
楚
石
文
字

ウ
ツ
キ
花

大
平
ニ
、備
前
筒

芋
ノ
子
、肩
ノ
ア
ル
ノ
、袋

紫
キ
ン
ラ
ン
、小
文

信
楽
水
指

ア
カ
シ
ユ
楽
茶
ワ
ン

イ
リ
サ
ケ
　
大
皿
ニ
イ
カ
　
ア
カ
ヽ
イ
　

キ
ン
カ
ン一

4
311

668
一
六
三
七
寛
永
一
四
年

一
○
月
晦
日

午
時
寶
嚴
院
之
詮

主
座
　
　
　
夢
窓
國
師
大
文
字

二
字
物
墨
跡

花
入
古
備
前
之
焼

物
也
。四
方
成
、別

而
奇
也

14
1-82

669
一
六
三
七
寛
永
一
四
年

一
二
月
二
日

夜

小
堀
遠
州

定
家
　
初
雪
ノ
歌

イ
よ
ス
タ
レ（
瀬
戸
中
興

名
物
）

水
指
　
古
備
前

や
き

後
藤
高
麗
茶
碗
　

彫
物
燭
台

蝶
ノ
置
合（
香
合
）

7
57

670
一
六
三
七
寛
永
一
四
年
一
二
月
一
三
日

朝

小
堀
遠
州

拝
領
之
清
拙
　
平

心

金
ク
モ
ノ
耳

尻
フ
ク
ラ

水
指
　
古
備
前

焼
き

官
庸

後
藤
高
麗

香
合

引
切

7
58
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

671
一
六
三
八
寛
永
一
五
年

一
月
八
日

不
時

小
堀
遠
州

春
屋
一
行
物

蝶
ノ
耳
付

尻
フ
ク
ラ
　
朱
盆
ニ
乗
ル
　

（
薄
茶
）キンマ

水
指
　
備
前
焼
く
わ
ん
に
う

瀬
戸
黄
ナ
タ
レ
　
紅

菊
台
申
盆
ニ
ノ
ル

（
薄
茶
）長
崎
高
麗

7
58

672
一
六
三
八
寛
永
一
五
年

一
月
一
四
日

朝不時

小
堀
遠
州

国
師
　
一
行
物

青
地
笋

メ
ン
ツ
キ
茶
入（
正
意
作

面
壁
　
中
興
名
物
）

水
指
　
備
前
焼
く
わ
ん
に
う

後
藤
茶
碗

7
59

673
一
六
三
八
寛
永
一
五
年

一
月
二
八
日

朝

金
森
宗
和

チ
ク
セ
ン
ボ
ン
セ
ン

ノ
文
字

セ
ウ
ト
ヲ
ク
ワ
、

ク
ワ
ン
ト
ウ
入
、

ミ
ツ
マ
タ
共
云

ト
也

床
ノ
窓
ニ
、備
前
物

カ
、ツ
ノ
カ
タ
ノ
花

入
カ
ケ
テ

瀬
度
肩
衝
、ア
カ
キ
折
ト

メノ
袋
ニ
入
テ

（
薄
茶
）ヌ
リ
棗

（
絵
あ
り
）ナ
ン

ハ
ン
物
ト
也
、フ

タ
ハ
シ
ヤ
レ
板

也
、サ
ン
ヲ
打

テ
、サ
ン
ヲ
立
ニ

ヲ
カ
レ
候

メ
ン
ツ

メ
ン
ツ
ヨ
リ
茶
ワ

ン
ヲ
取
出
シ
テ

茶
ワ
ン
ハ
、エ
カ
キ
ノ
高

ラ
イ
也

鉢
ニ
鮒
鱠

染
付
茶
ワ
ン
重
テ
出
テ
、カ
ウ
ノ

物
　
ホ
シ
大
コ
ン
キ
サ
ミ
色
々
置

合
テ
、ノ
キ
ク

染
付
鉢
ニ
水
ク
リ
ム
キ
タ
ル
ト
、

四
方
ト
、

香
入
此
ナ
リ
、二
重
也
、（
絵
あ
り
）上

キ
ャ
ラ
、下
タ
キ
物

引
切

4
339

674
一
六
三
八
寛
永
一
五
年

二
月
四
日

朝

江
戸
屋
与
左

衛
門
　
　
　
リ
ウ
ラ
ン
ケ
イ
文
字
梅
・
椿

コ
ト
ウ
、菱
ナ
リ
、サ

ウ
ミヽ
花
入

薄
板
ニ

ア
カ
ヌ
リ
六
葉
盆
ニ
丸
ツ

ホ
、袋
鳥
タ
ス
キ
ノ
段
子
、

緒
ム
ラ
サ
キ
、フ
タノ
ツ
ク
備
前
水
指

メ
ン
ツ

白
高
ラ
イ
茶
ワ
ン

引
切

4
342

675
一
六
三
八
寛
永
一
五
年

三
月
二
九
日

朝

小
堀
遠
州

国
師
　
横
物

金
ノ
蛛
耳
付

尻
フ
ク
ラ
　
堆
朱
五
葉

盆
ニ
ノ
ル

水
指
　
備
前
焼
る
い
ざ

高
麗

獅
子
香
合

引
切

7
59

676
一
六
三
八
寛
永
一
五
年
一
二
月
二
九
日

朝

小
堀
遠
州

清
拙

水
仙

あ
ま
つ
ら

在
中
庵

水
指
　
備
前

膳
所
や
き

と
ゝ
や

青
貝
　
布
袋
　
香
合

引
切

7
59

677
一
六
三
八
寛
永
一
五
年
一
二
月
三
〇
日

朝

小
堀
遠
州

清
拙

水
仙

あ
ま
つ
ら

在
中
庵

水
指
　
備
前

右
同（
膳
所
や
き
）
と
ゝ
や

青
貝
布
袋
香
合

7
59

678
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

一
月
一
日

晩

小
堀
遠
州

清
拙

水
仙

あ
ま
つ
ら
　
耳

遠
中
庵

水
指
　
備
前

せゝ
や
き

と
ゝ
や

青
貝
　
布
袋
　
香
合

引
切

7
60

679
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

一
月
三
日

晩

小
堀
遠
州

国
師
　
横
物

水
仙

金
筒
花
入

大
瀬
戸

備
前
水
さ
し
置

合
テ

膳
所
や
き

瀬
戸

布
袋
香
合

引
切

7
60

680
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

一
月
四
日

晩

小
堀
遠
州

清
拙
か
け
物

在
中
庵

水
さ
し
　
備
前
せゝ
や
き

瀬
戸

布
袋
香
合
　

彫
物
ノ
灯
台

7
60

681
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

一
月
五
日

朝

小
堀
遠
州

清
拙

在
中
庵

水
さ
し
　
備
前
せゝ
や
き

瀬
戸

布
袋
香
合

ほ
り
物
灯
台

7
61

682
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

一
月
七
日

晩

小
堀
遠
州

清
拙

水
仙

か
ね
筒
花
入

面
へ
き
茶
入

水
さ
し
　
備
前
膳
所

高
麗
茶
碗

7
61

683
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

一
月
九
日

朝

小
堀
遠
州

一
休
　
一
行
も
の
　

（
中
立
　
か
け
物

其
まゝ
）

水
仙

青
し
竹
の
こ
花
入

面
ヘ
キ
茶
入

水
さ
し
　
備
前
右
同（
膳
所
）

香
合
引
切

7
61

684
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

一
月
一
二
日

晩

小
堀
遠
州

清
拙

花
水
仙

青
地
竹
の
子

在
中
庵

水
指
　
備
前

膳
所
や
き

と
ゝ
や

香
合

7
62

685
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

一
月
一
三
日

朝

小
堀
遠
州

清
拙

水
仙

青
し
竹
の
子
花
入

在
中
庵

水
指
　
備
前

せゝ
や
き

と
ゝ
や

香
合
　
布
袋

引
切

7
62

686
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

一
月
一
六
日

朝

小
堀
遠
州

右
同（
清
拙
）

右
同（
青
し
竹
の
子

花
入
）

右
同（
在
中
庵
）

茶
入
水
指
　

右
同（
水
指
　

備
前
）

右
同（
せゝ
や
き
）
右
同（
と
ゝ
や
）

右
同（
香
合
　
布
袋
）

7
62

687
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

一
月
二
〇
日

晩

小
堀
遠
州

驢
馬
　
国
師
賛（
中

立
　
掛
物
　
其
まゝ
）
水
仙

青
し
竹
の
子
花
入

面
へ
き

備
前
水
さ
し

膳
所
や
き

斜
高
麗

青
し
四
方
香
炉
　

青
貝
布
袋
香
合

7
62

688
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

一
月
二
三
日

朝

小
堀
遠
州

清
拙

水
仙

あ
ま
つ
ら

在
中
庵

水
さ
し
　
備
前
せゝ
や
き

と
ゝ
や

布
袋
香
合

引
切

7
63

689
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

一
月
二
六
日

朝

小
堀
遠
州

清
拙

水
仙

あ
ま
つ
ら

相
坂
茶
入
　
五
や
う
の

盆
乗
テ

水
指
　
備
前

と
ゝ
や

香
合
　
布
袋

7
64

690
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

一
月
二
九
日

朝

小
堀
遠
州

清
拙

梅
　
ふ
く
つ
く

あ
ま
つ
ら

相
坂
ノ
茶
入
　
五
葉
ノ
盆

ニ
乗

水
指
　
備
前

と
ゝ
や

布
袋
香
合

7
64

691
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

一
月
晦
日

朝

小
堀
遠
州

清
拙

梅
　
ふ
く
つ
く

草

あ
ま
つ
ら

在
中
庵

水
指
　
備
前

と
ゝ
や

布
袋
香
合

7
64
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付
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席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
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茶
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懐
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子

そ
　
の
　
他
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頁

692
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

二
月
三
日

朝

小
堀
遠
州

清
拙

水
仙

あ
ま
つ
ら

在
中
庵

水
指
　
備
前

せゝ
や
き

と
ゝ
や

青
し
四
方
香
炉
　

香
合
布
袋

7
64

693
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

二
月
四
日

朝

小
堀
遠
州

驢
馬

ほ
け
　
ふ
く
つ

く
草

あ
ま
つ
ら

相
坂
　
五
葉
盆
ニ
乗

水
さ
し
　
備
前

と
ゝ
や

青
し
四
方
香
炉
　

香
合
　
右
同（
布
袋
）

7
64

694
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

二
月
五
日

朝

小
堀
遠
州

清
拙

梅
　
ほ
け

あ
ま
つ
ら

在
中
庵

水
指
　
備
前

瀬
戸

青
し
四
角
香
炉
　

香
合
　
右
同（
布
袋
）

7
65

695
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

二
月
七
日

朝

小
堀
遠
州

南
浦

同（
梅
　
ほ
け
）
右
同（
あ
ま
つ
ら
）
右
同（
在
中
庵
）

右
同（
備
前
）

と
ゝ
や

香
合
　
右
同（
青
貝
布
袋
）

7
65

696
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

二
月
八
日

朝

小
堀
遠
州

清
拙

ほ
け
　
椿

あ
ま
つ
ら

相
坂

水
指
　
備
前

い
ふ
う
高
麗

あ
ゝ
し
四
角
香
炉
　

布
袋
香
合

引
切

7
65

697
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

二
月
一
〇
日

朝

小
堀
遠
州

右
同（
清
拙
）

ほ
け
　
ふ
く
つ

く
草

右
同（
あ
ま
つ
ら
）
在
中
庵

水
指
　
右
同

（
備
前
）

膳
所
や
き

長
崎
高
ら
い

右
同（
あゝ
し
四
角
香
炉
　
布
袋
香
合
）
7
65

698
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

二
月
一
二
日

朝

小
堀
遠
州

南
浦

ほ
け
　
椿

右
同（
あ
ま
つ
ら
）
右
同
し（
在
中
庵
）

右
同
し（
備
前
）
右
同
し（
膳
所
や

き
）

右
同
し（
長
崎
高
ら
い
）

ふ
く
へ
　
右
ノ
香
合（
布
袋
香
合
）

7
66

699
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

二
月
一
四
日

朝

小
堀
遠
州

驢
馬

水
仙
　
ほ
け

右
同（
あ
ま
つ
ら
）
相
坂

水
指
　
備
前

が
う
し

長
崎
高
ら
い

右
同（
青
地
四
方
香
炉
　
布
袋
香
合
）
7
66

700
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

二
月
一
五
日

朝

小
堀
遠
州

南
浦

椿

あ
ま
つ
ら

在
中
庵

水
指
　
備
前

が
う
し

非
角
高
ら
い

布
袋
香
合

引
切

7
66

701
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

二
月
一
六
日

朝

小
堀
遠
州

驢
馬

水
仙

あ
ま
つ
ら

在
中
庵

水
さ
し
　
備
前
か
う
し

せ
と

右
同（
布
袋
香
合
）

7
67

702
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

二
月
一
九
日

朝

小
堀
遠
州

右
同（
驢
馬
）

紅
梅

右
同（
あ
ま
つ
ら
）
右
同（
在
中
庵
）

水
さ
し
　
右
同

（
備
前
）

銅
合
子

長
崎
高
麗

右
同（
布
袋
香
合
）

7
67

703
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

二
月
二
一
日

朝

小
堀
遠
州

南
浦

紅
梅

右
同（
あ
ま
つ
ら
）
在
中
庵

水
さ
し
　
備
前
合
子

と
ゝ
や

金
しゝ
香
炉
　

香
合
　
右
同（
布
袋
香
合
）

7
67

704
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

二
月
二
五
日

朝

小
堀
遠
州

南
浦

紅
梅
　
椿

あ
ま
つ
ら

在
中
庵

水
さ
し
　
備
前
せゝ
や
き

瀬
戸

か
ね
獅
子
香
炉
　

香
合
　
右
同（
布
袋
香
合
）

7
68

705
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

三
月
二
日

朝

小
堀
遠
州

南
浦

ほ
け

あ
ま
つ
ら

在
中
庵

水
指
　
備
前

膳
所
や
き

と
ゝ
や

布
袋
香
合

引
切

7
68

706
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

三
月
二
日

晩

小
堀
遠
州

国
師
　
細
字

ほ
け

右
同（
あ
ま
つ
ら
）
大
瀬
戸

水
さ
し
　
備
前
せゝ
や
き

瀬
戸

布
袋
香
合

引
切

7
68

707
一
六
三
九
寛
永
一
六
年

三
月
五
日

朝

小
堀
遠
州

驢
馬

椿
　
こ
ふ
し

右
同（
あ
ま
つ
ら
）
在
中
庵

水
さ
し
　
備
前
せゝ
や
き

瀬
戸

香
炉
　

布
袋
ノ
香
合

引
切

7
69

708
一
六
四
〇
寛
永
一
七
年

二
月
二
四
日

晩

藤
林
助
之
烝
春
屋
文
字

紫
ツヽ
シ・
椿

コ
ト
ウ

嶋
物
カ
、肩
衝
ノ
成
也

水
指
備
前
、ヤ

ト
ウ
カ
ノ
ヲ
イ
、

ヌ
リ
フ
タ

メ
ン
ツ

黒
キ
茶
ワ
ン

引
切

4
358

709
一
六
四
〇
寛
永
一
七
年

九
月
二
○
日

昼

半
井
古
庵

墨
跡
　
玉
室
長
文

字

備
前

瀬
戸
し
り
ふ
く
ら

く
ろ
薬

備
前

か
う
ら
い
、こ
き
手

勝
手
一
、シ
ュ
ブ
ン
絵
　
人
形
有
ノ

9
187

710
一
六
四
〇
寛
永
一
七
年
一
○
月
二
九
日

昼

姉
小
路
志
广

　
　
　（
摩
）
墨
跡
　
利
休
ノ
文

備
前

瀬
戸
　
中
か
う

い
か
や
き

瓢

絵
ノ
あ
る
茶
碗

9
191

711
一
六
四
〇
寛
永
一
七
年

一
一
月
六
日

昼

本
阿
弥
宗
知
墨
跡
　
利
休
文

馬
ノ
事
有

竹
筒

瀬
田

備
前

肥
前

9
193

712
一
六
四
〇
寛
永
一
七
年

一
一
月
九
日

昼

石
川
壱
岐
守
墨
跡
　
古
岳

梅
菊

四
方
　
耳
ノ
ア
ル
モ

ノ

ふ（
し
カ
）り
ふ
く
ら
　
く

ろ
薬

盆
　
丸
キ
、内
赤
、外
黒

備
前
　
ふ
か
ふ

た

高
麗
　
や
う
ノ
入
タ
ル
か
ま
ほ
こ
　
干
た
い

へ
ぎ
ニ
入

香
箱
　
瀬
戸
ノ
ね
ふ
と

9
193

713
一
六
四
〇
寛
永
一
七
年
一
一
月
一
〇
日

昼

以
策

墨
跡
　
文
室

備
前
之
筒

唐
ノ
棗

備
前
　
ヒ
シ

肥
後
焼
　
絵
有
之

き
じ
　
塩
か
れ
い

へ
き
ニ
入

茶
杓
　
休

9
194

714
一
六
四
〇
寛
永
一
七
年
一
一
月
一
二
日

昼

笠
原
長
介

墨
跡
　
東
海
　
四

字
物

印
有

寒
菊

竹
筒

は
ん
だ
う
ノ
と
も
ふ
た

備
前

高
麗
ノ
カ
タ
手

棚
ニ
鳥
は
う
き

9
194
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碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

715
一
六
四
〇
寛
永
一
七
年
一
一
月
一
五
日

朝

山
村
栄
智

墨
跡
　
大
林
之
松

雲
ト

二
字
横
ニ
ア
ル
紙
之

内ち
い
さ
く

表
具
ノ
中
と
ん
す
、

一
文
字

カ
キ
地
ノ
き
ん
ら
ん
、

上
下
ち
や

椿
梅

り
う
こ

瀬
戸
し
り
ぶ
く
ら

備
前

高
麗
ヒ
ラ
キ

棚
ニ
香
箱
　
く
わ
ん

勝
手
ニ

一
、雪
舟
ノ
し
や
か

石
鉢
　
丸
キ

石
と
う
ろ

9
195

716
一
六
四
〇
寛
永
一
七
年
一
一
月
一
九
日

昼

川
辺
仁
左
衛
門
墨
跡
　
少
一
国
師

之か
な
ふ
ミ

椿
、寒
菊

金
ノ
矢
筒

両
二
耳
有
、耳
ノ

キ
ワ
ニ
筋
有
、其
内

ニも
ん
あ
り
、唐
物
也

産
广（
薩
摩
）肩
衝

備
前

高
麗
、ゴ
キ
手

か
ま
ぼ
こ
、小
い
た

9
196

717
一
六
四
〇
寛
永
一
七
年
一
一
月
二
六
日

昼

了
佐

墨
跡
　
利
休
自
セイ

（
辞
世
）ノ
う
つ
し

備
前
之
筒

瀬
戸
肩
衝
、ろ
く
ろ

め
あ
り
、□
黄
薬
ニ
ひ
く

ちの
あ
り
、う
ら
ニ
休
判
有

大
棗
　
休
判
有

瀬
戸
、ろ
く
ろ

め
、黄

薬
あ
り

赤
茶
碗
　
し
ろ
き
ひ

く
ち

あ
り
、長
次
郎

塩
引

か
う
ら
い
皿

香
箱
　
フ
ン
タ
ウ
青
貝

ほ
う
ろ
く
　
休
判
有

9
198

718
一
六
四
〇
寛
永
一
七
年
一
二
月
一
○
日

朝

久
甫

墨
跡
　
少
庵
文

つ
ば
き

竹

肥
後
や
き

さ
が
ら

備
前

棚
　
鳥
か
う
は
こ

9
200

719
一
六
四
一
寛
永
一
八
年

五
月
三
日

朝

武
田
道
安

舜
擧
自
畫
自
賛
之

綿
桃
之
繪

花
入
筒
、細
川
三
斎

公
被
切
竹
也

茶
入
古
瀬
戸

水
指
伊
部

茶
碗
五
器
手

茶
杓
者
利
休
也
　
節
之
前
寄
茶
杓
也
14

1-311

720
一
六
四
二
寛
永
一
九
年

一
月
二
九
日

夕

鳳
林
承
章

雪
村
山
水
圖

玉
津
嶋

古
備
前

茶
碗
五
郎
七
焼

14
1-363

721
一
六
四
二
寛
永
一
九
年

二
月
一
○
日

鳳
林
承
章

仙
洞
御
文
之
掛
物

高
麗
壺
之
花
入

玉
津
嶋
之
茶
入

古
備
前
水
指

高
原
茶
碗

袋
棚
也
　
立
濃
茶
也

14
1-369

722
一
六
四
二
寛
永
一
九
年

三
月
二
八
日

晩

無
準
絵
賛

お
と
つ
れ

大
坂
　
袋
段（
緞
）子

備
前

丸
高
麗

9
207

723
一
六
四
三
寛
永
二
〇
年

五
月
二
三
日

伊
部
焼
之
矢
筒
之

様
之
掛
花
入

古
瀬
戸
茶
入［
名
祇
園
茶

入
也
］

今
伊
賀
之
水
指

高
原
焼
茶
碗

鳳
林
承
章
　
茶
道
具
一
通
遣
于
若
林

小
作
也

14
1-473

724
一
六
四
三
寛
永
二
○
年

五
月
二
六
日

朝

小
堀
遠
州

日
観
蒲
萄
ノ
絵
　

キ
タ
ン
ソ
ウ
ロ
ク
ノ

賛

青
茲
竹
ノ
子

玉
柏

瀬
戸

水
滴
　
備
前

蛛
ノ
染
付

堆
朱
彫
物
香
合

引
切

7
106

725
一
六
四
三
寛
永
二
○
年

五
月
二
七
日

朝

小
堀
遠
州

右
ノ（
日
観
蒲
萄
ノ

絵
　
キ
タ
ン
ソ
ウ
ロ

クノ
賛
）

銅
ノ
ク
ダ
耳

春
慶
瓢
簞

瀬
戸

水
滴
　
備
前

蛛
ノ
染
付

堆
朱
彫
物
両
面
香
合

引
切

7
106

726
一
六
四
三
寛
永
二
○
年

五
月
晦
日

朝

小
堀
遠
州

日
観
絵
　
季
譚
ノ

賛

右
之（
銅
ノ
ク
ダ
耳
）
肩
衝

瀬
戸

水
滴
　
備
前

蛛
ノ
染
付

青
貝
布
袋
香
合

引
切

7
107

727
一
六
四
三
寛
永
二
○
年

六
月
三
日

朝

小
堀
遠
州

両
筆
　
大
明
国
師

　
江
月
和
尚
加
筆

右
之（
銅
ノ
ク
ダ
耳
）
肩
衝

瀬
戸

水
滴
　
備
前

井
土

銅
鹿
香
炉
　

香
合
　
赤
キ
蒔
絵

引
切

7
107

728
一
六
四
三
寛
永
二
○
年

七
月
二
七
日

朝

小
堀
遠
州

一
休
　
一
行
物

胴
ノ
ヒ
ヤ
ウ

肩
衝

瀬
戸

水
滴
　
備
前

高
麗

青
茲
鹿
耳

香
合
　
青
貝
　
蝶

引
切

7
107

729
一
六
四
三
寛
永
二
○
年

八
月
八
日

朝

小
堀
遠
州

龍
皆
　
驢
馬
　
円

鑑
国
師
賛

カ
ネ
ノ
丸

飛
鳥
川

せ
ト

水
滴
　
備
前

右
ノ（
雲
ノ
染
付
茶
わ

ん
）

7
107

730
一
六
四
三
寛
永
二
○
年

八
月
二
六
日

朝

小
堀
遠
州

一
休

銅
ノ
丸
キ

肩
衝
　
口
広

セ
ト

水
滴
　
備
前

高
麗

香
合
　
貝

引
切

7
108

731
一
六
四
三
寛
永
二
○
年

九
月
三
日

朝

小
堀
遠
州

一
休

ナ
シ

肩
衝

瀬
戸

水
滴
　
備
前

瀬
戸

青
茲
香
合

引
切

7
108

732
一
六
四
三
寛
永
二
○
年
一
二
月
二
六
日

朝

小
堀
遠
州

円
鑑
国
師

水
仙

ヒ
ヤ
ウ
口

瀬
戸
　
大
津

瀬
戸
　
耳
付

こ
ほ
し
物
　
平

古
備
前
　
後

ひ
す
ミ
　
高
麗
　
柴

香
合
　
か
に

引
切

7
112

733
一
六
四
四

正
保
元
年

一
月
一
日

晩

小
堀
遠
州

定
家
　
大
井
川
歌

口
広
　

瀬
戸
　
星
合

こ
ほ
し
物
　
平

古
備
前
　
後

こ
き
て
　
ひ
す
ミ

足
打
ニ
かゝ
ミ

引
切

7
112

734
一
六
四
四

正
保
元
年

一
月
三
日

晩

小
堀
遠
州

定
家
　
大
井
川
歌
梅

青
磁
　
竹
子

瀬
戸
　
大
津

瀬
戸
　
星
合

こ
ほ
し
物
　
古
備

前
　
後

長
崎
高
麗

香
合
　
貝
　
梅

引
切

7
113
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

735
一
六
四
四

正
保
元
年

一
月
五
日

晩

小
堀
遠
州

定
家
　
大
井
川
歌
水
仙

ヒ
ヤ
ウ
口

大
津

瀬
戸
　
星
合

こ
ほ
し
物
　
古
備

前
　
後

橘
高
麗

7
113

736
一
六
四
四

正
保
元
年

一
月
六
日

晩

小
堀
遠
州

虚
堂

ふ
く
つ
く
　
水

仙

瓶
口
　
勘
平

大
津

瀬
戸
　
星
合

こ
ほ
し
物
　
備
前

　
江
戸
　
後

瀬
戸

香
合
　
布
袋

7
113

737
一
六
四
四

正
保
元
年

一
月
二
三
日

朝

小
堀
遠
州

円
鑑
国
師

梅
　
ふ
く
つ
く

雪
折

大
津

瀬
戸
　
星
合

こ
ほ
し
物
　
古
備

前
　
後

7
114

738
一
六
四
四

正
保
元
年

二
月
四
日

晩

小
堀
遠
州

虚
堂

梅
　
白
玉

青
磁
　
か
ふ
ら
な

し

瀬
戸
　
宗
貞

瀬
戸
　
星
合

こ
ほ
し
物
　
古
備

前

高
麗
　
ひ
す
ミ

香
合
　
貝
　
蟹

7
114

739
一
六
四
四

正
保
元
年

二
月
五
日

朝

小
堀
遠
州

虚
堂

梅
　
白
玉

瓶
口

大
津

瀬
戸
　
星
合

こ
ほ
し
物
　
古
備

前

高
麗
　
ヒ
ス
ミ

香
炉

7
114

740
一
六
四
四

正
保
元
年

六
月
四
日

晩

竹
田
慶
庵

墨
跡
　
う
つ
ら
の

絵
、李
安
忠
筆

瀬
戸
肩
衝
、黄
ナ
タ
レノ

有
も
の

古
備
前
　
平
口

有

か
ね
、ゑ
ふ
こ

三
嶋

香
箱
　
堆
朱

9
226

741
一
六
四
四

正
保
元
年

六
月
二
五
日

晩

養
卓

墨
跡
　
古
渓
一
行

物

古
備
前
　

掛

す
ん
き
り

瀬
戸

高
麗

9
227

742
一
六
四
四

正
保
元
年

七
月
一
七
日

朝

後
藤
宗
与

清
厳
　
一
行
物

瀬
戸
　
中
か
う

か
た
つ
き

備
前

瀬
戸
　
く
わ
ん
や
う

棚
ニ
茶
入
、茶
碗
　
鳥
は
う
き

置
合

茶
杓
　
利
休

9
223

743
一
六
四
四

正
保
元
年

一
一
月
一
四
日

晩

渡
部
一
学

後
ニ
　
春
屋
一
行
物
水
仙
　
菊

尺
八

丸
肩
ツ
キ

か
き
薬
ニ
く
ろ
き
な
た
れ

有

ヒ
シ
　
備
前
　

ぬ
り
ふ
た

ご
き
手
　
お
た
ま
き

名
ヲ
云

大
ひ
ら
皿

た
う
ふ
　
し
や
う
ゆ
ふ
　
わ
さ

び
お
き

香
箱
　
堆
朱
、大
キ
ナ
ル
　
下
ノ
棚
ニ

鳥
は
う
き

上
ノ
棚
ニ
ひ
や
う
た
ん
　
す
み
入

茶
杓
　
織
部

9
228

744
一
六
四
五

正
保
二
年

四
月
一
日

昼

壺
や
長
兵
衛
墨
跡
　
絵
山
水

竹
　
自

新

備
前
　
つ
ば

黒
茶
碗
　
さ
か
い

9
230

745
一
六
四
五

正
保
二
年

四
月
二
六
日

昼

慮
南

墨
跡
　
光
悦
歌

し
か
ら
き

瀬
戸
　
耳
付

備
前

高
麗

ゴ
キ
テ

棚
ニ
鳥
は
う
き
　
香
箱

9
231

746
一
六
四
五

正
保
二
年

五
月
一
日

昼

石
川
宗
玄

墨
跡
　
定
家
き
れ

　
歌
一
し
ゆ

第（
題
）有

表
具
中
　
か
な
地

金
ら
ん

上
下
　
白
段（
緞
）

子

か
ね
ノ
物
　
ぞ
ろ

り

上丸
壺
　
大
キ
ナ
ル
モ
ノ

上
薬
、黄
な
た
れ
有

下備
前

上瀬
戸
　
ひ
く
ち
ノ
有

9
232

747
一
六
四
五

正
保
二
年

六
月
二
七
日

朝

笠
原
長
助

後
ニ
墨
跡
　
国
師
　
た

て
な（
か
脱
カ
）き

物

あ
さ
か
ほ

竹
筒
尺
八

肩
ツ
キ
　
き
な
た
れ
あ

り小
キ

ひ
ぜ
ん
　
丸
　

ひ
ら
き

や
き
物
　
丸
キ

高
麗
　
か
た
手

9
236

748
一
六
四
五

正
保
二
年

七
月
一
一
日

朝

石
川（
河
）素
閑
墨
跡
　
宗
易
文
　

定
家
ノ
有

上

あ
さ
か
ほ

ひ
や
う
た
ん

中
棗
　
宗
易
　
有
馬
ゟ（
旧

字
の
よ
り
）来
ル
由
候

備
せ
ん
　
ひ
ら

き

瀬
戸
く
ろ
き

し
ふ
か
ミ

9
236

749
一
六
四
五

正
保
二
年

八
月
一
二
日

昼

小
堀
や
久
徳
墨
跡
　
沢
庵
歌

金
ノ
筒

ろ
て
い
　
唐
物

土
赤
キ
　
な
た
れ
薬
有

備
前
　
ち
い
さ

き

中
位
コ
キ
手
　
中
こ
ろ

棚
ニ
か
う
は
こ
　
堆
朱
　
鳥
は
う
き

茶
杓
　
織
部

9
236

750
一
六
四
五

正
保
二
年

八
月
一
五
日

昼

御
影
堂
文
阿
弥

墨
跡
　
宗
易

四
十
石
と
有
　
判

有次
ニ
国
師
　
横
物
　
奥

書
天
祐

沢
庵
　
詩
歌

瀬
戸
な
す
び

し
り
く
ろ
く
す
り

備
前

高
麗
ひ
ら
き

9
237

751
一
六
四
五

正
保
二
年

八
月
一
七
日

朝

石
川
素
閑

竹
尺
八

瀬
戸
　
中

備
前
　
ひ
ら
き

堺赤
茶
碗

9
237

752
一
六
四
五

正
保
二
年

九
月
一
五
日

昼

大
植
宗
不

墨
跡
　
利
休
歌

両
筆

か
ね
の
か
う
じ
口

瀬
戸
、大
か
た
つ
き

く
ろ
薬

備
前

高
麗
、く
わ
ん
よ
う

9
238

753
一
六
四
六

正
保
三
年

二
月
二
九
日

朝

不
審
庵

墨
跡
　
沢
庵
文
　

横
物

り
う
ご
　
墨
跡
其

まゝ

床
に
茶
入
、茶
碗
二
入

備
前

し
か
ら
き

ひ
せ
ん
や
き
物

か
う
ら
い

竹
ノ
ふ
た
置

9
240

754
一
六
四
六

正
保
三
年

三
月
七
日

朝

石
井
宗
有

梅
山
一
如
賛
ノ
布

袋

コ
テ
マ
リ
、白
玉

長
キ
　
コ
ト
ウ

ク
ロ
キ
　
春
慶
肩
衝

備
前
　
マ
リ
ノ

水
指

セ
ト
茶
ワ
ン

4
409
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

755
一
六
四
六

正
保
三
年

三
月
二
三
日

知
存

二
重
筒

備
前

肥
前
焼

棚
ニ
棗
、鳥
は
う
き
置
合

9
242

756
一
六
四
六

正
保
三
年

三
月
二
五
日

昼

半
井
古
庵

墨
跡
　
宗
易
文
　

上

か
ね
ノ
き
し
の
尾
さ

し
申
候

小
キ
も
の

瀬
戸
ノ
カ
キ
、黄
な
た
れ

有

備
前

い
ま
り
焼

9
243

757
一
六
四
六

正
保
三
年

三
月
二
六
日

朝

宗
仁

墨
跡
　
宗
易
文

か
ご

い
も
の
こ

備
前
　
耳
ノ

か
う
ら
い

9
243

758
一
六
四
七

正
保
四
年

五
月
一
九
日

朝

大
植
宗
不

墨
跡
　
利
　
紹
　

両
筆

青
ぢ
き
ぬ
た

棚
ニ
茶
入

さ
つ
ま
　
丸
か
た
つ
き

四
角
　
し
か
ら

き

丸
キ
　
び
せ
ん

か
う
ら
い

9
253

759
一
六
四
七

正
保
四
年

一
○
月
一
日

飯
後
壺
や
長
兵
衛

菊

一
重
　
竹

備
前
　

瀬
戸

黒

9
254

760
一
六
四
七

正
保
四
年

一
○
月
一
一
日

昼

周
覚

墨
跡
　
清
厳

棗
　
新

備
前

か
う
ら
い
　
い
と
手

ひ
ら
き
　
わ
れ
申
候

香
箱
　
張
成（
盛
）　
ふ
じ
の
ミ
な
り

9
255

761
一
六
四
七

正
保
四
年

一
一
月
三
日

ち
そ
ん

ほ
く
せ
き
　
た
う

は
く（
等
伯
）ゑ

た
け
ニ
すゝ
め

び
せ
ん

は
き
や
き

か
た
つ
き

せ
と
、ひ
ら
き

か
う
は
こ
　
さ
か
ら
や
き

9
256

762
一
六
四
七

正
保
四
年

一
一
月
一
九
日

朱
や
宗
因

竹
筒
　
宗
和

小
な
つ
め
　
成（
盛
）阿

弥

備
前

か
ら
つ

9
258

763
一
六
四
七

正
保
四
年

一
一
月
二
一
日

朝

大
森
玄
仙

墨
跡
　
柏
樹
、玉

室

竹
之
筒

茶
入

備
前

か
う
ら
い

9
258

764
一
六
四
七

正
保
四
年

一
二
月
八
日

玉
舟

墨
跡
　
絵
賛

金
ノ

筒

瀬
戸
、か
た
つ
き

備
前
　
と
も
ふ

た

高
麗

香
炉
　
青
慈（
磁
）

書
院
ニ

硯
　
銅
雀
軒
ト
名
有

蓋
　
易
作

大
海

9
259

765
一
六
四
七

正
保
四
年

一
二
月
一
五
日
晩
　
夜
咄

大
森
玄
仙

備
前
　

な
つ
め
　
新

つ
ほ
な
り

黒
茶
碗

9
260

766
一
六
四
七

正
保
四
年

一
二
月
一
七
日

宗
仁

墨
跡
　
古
岳

新

瀬
戸
、し
り
ふ
く
ら

備
前

9
260

767
一
六
四
九

慶
安
二
年

二
月
一
六
日

昼

大
植
宗
不

墨
跡
　
宗
易
　
二

首
之
歌
　
周
覚

し
か
ら
き
　
は
た

か

瀬
戸
大
肩
衝
　
袋
か
ん

と
う
黒
薬

備
前
や
き

高
麗
　
ひ
く
ち
ノ
有

9
264

768
一
六
四
九

慶
安
二
年

二
月
二
一
日

昼

壺
紹
閑

墨
跡
　
天
祐
　
道

号

備
前
　
肩
衝

す
き
曲
物

黒
碗

9
265

769
一
六
四
九

慶
安
二
年

二
月
二
六
日

昼

慮
南

墨
跡
　
宗
易
歌
　

杉
原
一
枚
も
の

尺
八

瀬
戸
　
姥
口
　
た
い
こ
の

た
う

備
前
　
口
ノ
内

へ
入
タ
ル

高
麗
　
か
た
手

9
266

770
一
六
四
九

慶
安
二
年

四
月
一
日

昼

久
甫

墨
跡
　
ら
ん
け
い

　
二
字
物

易
　
尺
八

棗

口
ノ
広
　
な
ん

は
ん
物

高
キ
備
前

黒
　
長
二
郎

9
269

771
一
六
四
九

慶
安
二
年

四
月
二
日

朝

後
藤
程
乗

墨
跡
　
一
休
　
横

物
　
杉
原
一
枚
ほ

と
の
物
古
キ
詩
有

次
ニ
し
ゆ
ん
せ
い
、

て
い
か
、為
家
三
幅

一
対きれ

一
重
竹
　
遠
州

く
ち
び
ろ
　
瀬
戸

備
前

や
き
物
　
高
キ

高
麗
か
た
手
、ひ
ら
き

見
事
こ
き
□
手
茶
碗
　
見

事

香
箱
　
堆
朱
　
や
う
の
入
た
る

9
269

772
一
六
四
九

慶
安
二
年

六
月
一
八
日

素
閑

墨
跡
　
春
浦
文

四
角
　
金
か
ら
物

ち
や
う
みゝ

や
き
物
　
ひ
せ

ん
、つ
る
べ

か
う
ら
い
　
ひ
ら
き

9
271

773
一
六
四
九

慶
安
二
年

七
月
二
三
日
と

八
月
一
四
日
の

間

石
川
宗
玄

墨
跡
　
定
家
の
切

　
歌
一
種（
首
）有

竹
　
尺
八

棗
　
新

備
前
　
は
た
か

高
麗
　
ひ
ら
き

9
273

774
一
六
四
九

慶
安
二
年

九
月
二
三
日

朝

石
川
宗
玄

墨
跡
　
玉
室
文

尺
八

瀬
戸
、か
た
ま
る
く
、ほ

り
出
し
の
手

備
前
　
耳
ノ
有

モ
ノ

瀬
戸
　
上

9
274

775
一
六
四
九

慶
安
二
年

一
一
月
一
八
日

安
兵
衛

墨
跡
　
一
山
　
絵

賛

竹
ノ
筒
　
旦

び
せ
ん
　
新

ひ
ぜ
ん

織
部

9
276
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

776
一
六
五
〇

慶
安
三
年

三
月
一
日

昼

老
父

墨
跡
　
絵
　
周
文

　
山
水

備
前
　
し
り
ふ
く
ら

袋
棚
に
水
指

　
備
前
　
と
も

ふ
た

こ
う
し
　
か
ね

9
277

777
一
六
五
〇

慶
安
三
年

三
月
二
五
日

朝

小
四
郎

墨
跡
　
国
師

竹
二
重

か
た
つ
き
　
お
ち
ぼ

び
せ
ん

高
麗
　
た
ま
ご
手

9
279

778
一
六
五
一

慶
安
四
年

二
月
一
六
日

昼

宗
茂

墨
跡
　
元
伯
　
絵

さ
ん

備
前
　
小
キ

し
ぶ
か
ミ

し
か
ら
き

御
室

9
280

779
一
六
五
一

慶
安
四
年

三
月
一
二
日

朝

宗
印

墨
跡
　
歌

り
う
こ
　
京
や
き

さ
つ
ま
や
き

備
前
　
ひ
ら
き

高
麗
　
ゴ
キ
手

9
282

780
一
六
五
一

慶
安
四
年

三
月
二
三
日

昼

半
井
古
庵

墨
跡
　
大
甲（
太

閤
）様
　
一
か
き
一

枚
者（
物
）

古
備
前
　
丸
、か
た
つ
き
あ
か
の
水
つ
き
さ
は
り

高
麗
　
新

さ
い
ろ
う
　
上
〻

9
282

781
一
六
五
一

慶
安
四
年

三
月
二
九
日

昼

知
存

墨
跡
　
後
陽
前（
成
）

院
様
　
詩
歌

古
備
前
　

棗
　
中
　
易

肥
前

高
麗
、ゴ
キ
手
、は
た
か

9
283

782
一
六
五
二

承
応
元
年

七
月
一
九
日

朝

金
森
宗
和

何
も
かゝ
ら
す

備
前
焼
　
水
指
の
前
ニ

袋
ニ
入
テ
　
赤
き
お
つ
か

り

御
室

御
室

御
室
こ
き
て

茶
　
長
井

10
266

783
一
六
五
二

承
応
元
年

一
○
月
一
一
日

金
森
宗
和

書
院

つ
は
め
の
絵
　
記

十
九
人
し
て
御
書

印
有

八
足
の
棚
ニ
上
ニ
茶
碗
・

棗
置
合

な
つ
め
の
下
に

備
前
水
指
塗

ふ
た
、つ
ま
ミ

丸
せ
ひ
し
の
ふ

た
置
合

せ
ひ
し
の
ふ
た

10
267

784
一
六
五
三

承
応
二
年

二
月
一
四
日

昼

金
森
宗
和

利
休
ノ
硯
記
　
上

下
ち
や
　
中
か
き

　
一
文
字
こ
ひ
あ

さ
き
　
黒
し
く

青
も
み

か
う
は
い

丸
板
　
但
矢
ば
つ

　
十
八
目
　
花
入

備
前

藤
の
絵
有
之

め
ん
つ
う

お
む
ろ
こ
う
ら
ひ

御
室
鮒

鱛
く
り

き
ん
か
ん

黒
盃
ふ
た
ニ
し
て

な
ん
き
ん
皿
ニ
吸
物
鶴

と
ら
の
い
も
　
ふ
き
ミ
そ
に

た
な
ニ
く
わ
ん
右
　
黒
羽
左

さ
ひ
ろ
う
　
桑
柄
の
火
は
し
　
内
ニ
は

ま
く
り
の
か
う
は
こ

ほ
う
ろ
く
お
む
ろ
　
水
次
か
た
口

へ
ひ
の
方
ニ
茶
入
・
引
切
・ほ
う
ろ
く

く
き
　
ひ
し
や
く
御
か
け

10
271

785
一
六
五
三

承
応
二
年

二
月
一
四
日

昼

金
森
宗
和

書
院

も
つ
の
絵

棗
蒔
絵

大
板
に
一
目
違

た
ら
ひ
の
水
さ

し
　
真
中
柄
杓
こ
ほ
し
備
前

茶
碗
御
室

青
磁
ふ
た
置

10
271

786
一
六
五
三

承
応
二
年

八
月
六
日

朝

老
父

金
ノ
筒

し
り
ふ
く
ら
　
粟
田
口

備
前
　
ひ
や
う

た
ん

瀬
戸
、小
キ

9
288

787
一
六
五
三

承
応
二
年

八
月
一
四
日

朝
後

長
円

墨
跡
　
ハ
ね
タ
イ
モ

ク

京
や
き
　
魚
耳

し
り
ふ
く
ら
　
粟
田
口

備
前

黒
茶
碗

9
288

788
一
六
五
三

承
応
二
年

九
月
一
九
日

朝

金
森
宗
和

ち
う
こ
の
か
け
物

　
さゝ
の
絵

上
棚
ニ
な
つ
め
菊
の
古
き

物

水
さ
し
備
前

ふ
く
さ
水
さ
し

の
脇
ニ

青
地

染
付
の
茶
碗

縁
　
塗
ふ
ち

ふ
し
の
た
ん
す

十
六
目
内
ニ
棚
一
重
有

柄
杓
青
地
人
形
の
蓋
置

た
ん
す
の
上
に
黒
鶴
羽
ほ
う
き

10
278

789
一
六
五
三

承
応
二
年

一
○
月
八
日

昼

半
井
古
庵

墨
跡
　
玉
室
文

瀬
戸
　
掛

棗
　
一
服
入
　
上

備
前

今
渡

茶
杓
　
慈
セ
う（
照
）院

さ
い
ろ
う
　
中
之
上

9
289

790
一
六
五
三

承
応
二
年

一
○
月
一
○
日

昼

石
川
宗
玄

墨
跡
　
ト
斎

そ
ろ
り
　
く
た
耳

瀬
戸
、中
か
う
か
た
つ
き
、

く
ろ
薬

備
前

今
か
う
ら
い

9
290

791
一
六
五
三

承
応
二
年

一
○
月
二
一
日

昼

錦
や
十
右
衛
門
墨
跡
　
沢
庵
　
歌

し
ゆ
ん
け
い

備
前

瀬
戸

壺

9
290

792
一
六
五
三

承
応
二
年

一
一
月
一
二
日

昼

芳
春
院

墨
跡
　
大
燈
　
杉

原
一
枚
ニ
写
也

の
ん
か
う
や
き

丸
壺
　
薬
ノ
は
た
ら
き
た

る
物
袋
、も
ふ
る
、し
ま
、赤
筋
備
前
　
共
ふ
た

今
高
麗
、上

9
294

793
一
六
五
四

承
応
三
年

一
月
一
三
日

宗
守

墨
跡
　
宗
易
文

備
前

御
室
や
き

備
前

か
う
ら
い

9
298

794
一
六
五
四

承
応
三
年

一
月
一
三
日

昼

善
応

墨
跡
　
天
祐
賛
　

絵
　
主
馬

一
重
竹

棗
　
紹
鷗
　
中

備
前

今
か
う
ら
い

9
298

795
一
六
五
四

承
応
三
年

二
月
四
日

朝

宗
印

墨
跡
　
易
文
　
新

安
と
在
之

瀬
戸
、り
う
ご
の
手
、

つゝ
ミ
の
筒（
胴
）

瀬
戸
、か
た
つ
き
、キ
薬

見
事
ナ
ル
モ
ノ

備
前
　
中
か
う

か
う
ら
い
、コ
キ
手
　

ワ
れ
申
候

9
299
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

796
一
六
五
四

承
応
三
年

二
月
一
○
日

昼

後
藤
四
郎
三

郎

墨
跡
　
易
横
文
　

桑
山
式
部
殿
と
在

之
候

古
キ
竹
　
尺
八

な
る
ミ
や
き
　
か
た
つ
き
備
前

瀬
戸
、丸
キ

茶
杓
　
宗
易

9
300

797
一
六
五
四

承
応
三
年

三
月
二
日

昼

金
森
宗
和

花
こ
と
し
ゆ
う

白
く
わ
ん
菊

備
前
花
入
　
四
角

薄
板

水
指
脇
ニ
め
ん
と
り
の
茶

薬
の
茶
入

御
室
く
る
〱
は

た
か
や
き

染
付
茶
碗

茶
杓
織
部
殿

10
284

798
一
六
五
四

承
応
三
年

三
月
一
七
日

朝

金
森
宗
和

利
休
文

さ
し
ゆ
り

すゝ
き
は
な

備
前
花
入
　
薄
板

四
角

御
室
の
口
長

四
角
く
る
〱
水

さ
し
ニ
て

く
る
〱
は
た
か

や
き
　
前
ニ
御

室
の
口
長

御
室

茶
碗
白
高
麗

小
つ
ほ
皿
　
ね
り
味
噌
　
干
鱈

こ
ん
に
や
く
　
た
う
ふ
　
黒
わ
ん

か
た
丸
　
汁
　
竹
の
こ
　
わ
ら
ひ

　
つ
け
松
茸
　
も
ゝ
け
　
こ
ひ
の

う
す
ミ
　
編
笠
皿
い
り
酒
　
渦
の

は
ち
ニ
　
鯉
の
さ
し
み
　
子
つ
け
ニ

　
青
は
し
　
御
室
茶
わ
ん
皿
　
吸

物
　
く
し
ら
の
す
し
　
め
う
か

棚
ニ
鏆
・
羽
箒

さ
い
ろ
う
　
そ
う
け
柄
の
火
は
し
　
香

合ふ
し
な
し
引
切

10
283

799
一
六
五
四

承
応
三
年

六
月
八
日

朝

若
狭

墨
跡
　
ボ
ク
斎
、無

ノ
字

竹
筒
　
ノ
か
ん（
貫
）

作

瀬
戸
耳
付
　
佐
久
間

備
前
　
ひ
し

瀬
戸
　
ひ
ら
き

9
303

800
一
六
五
四

承
応
三
年

一
一
月
一
二
日

金
森
宗
和

一
休
乾
坤
墨
跡

は
な
ハ
ち
や
ノ
は

な
一
色

備
前

淡
路
島

信
楽
水
さ
し
塗

ふ
た

め
ん
つ
う

は
け
め

耳
く
ら
け
・こ
た
ゝ
ミ

料
理
ニ
し
て
小
壺
ニ

二
へ
き
　
足
打

引
て
　
か
う
の
物
　
く
き
あ
さ

つ
け
　
御
室
鉢
ニ

お
む
ろ
菊
四
か
く
さ
ら
　
あ
た
ゝ

め
な
ま
す
　
鯛
・
大
こ
ん
・せ
り

　
た
ゝ
き
・み
つ
か
ん
　
に
ん
し

ん・
は
す
い
も

た
い
な
酒
い
り
　
鴨
入
　
な
へ

な
か
ら
出
ル

そ
め
つ
け
ち
よ
く
　
肴
海
鼠
腸

吸
物
　
白
と
ろ
・ゝ
も
つ
く
入
　

御
室
ち
や
わ
ん
皿

む
き
こ
ハ
飯
も
つ
そ
う
・い
ふ
き

大
こ
ん
に
し
め
て
　
長
菊
盆

む
き
く
り
　
そ
め
つ
け
は
ち
ニ

棚
ニ
御
室
さ
い
の
香
合
　
脇
羽
箒

ふ
く
へ

飛
騨
片
口

10
307

801
一
六
五
四

承
応
三
年

一
一
月
二
八
日

金
森
宗
和

楚
石

牡
丹
・は
り
ノ
木
備
前
瓢
簞

瀬
戸
驢
蹄

南
蛮
物

め
ん
つ
う

御
室
赤
丸
絵

平
皿
　
柚・か
ま
ほ
こ・い
て
雉
子

ほ
そ
く
さ
き
　
あ
た
た
め
い
り
酒

そ
め
つ
け
ち
よ
く
ニ
こ
の
わ
た

へ
き
　
汁
ミ
そ
つ
け
か
も
・ふ
と

　
せ
り
こ
く
ち
切
　
大
こ
ん

引
て
　
か
う
の
物
ち
う
は
こ
　

御
室
鉢
ニ
く
き
の
あ
さ
つ
け

御
室
た
こ
皿
　
あ
た
ゝ
め
な
ま

す
道
具
前
の
こ
と
く

な
へ
な
か
ら
い
つ
る
鯛
ニ
な・か
も

入
　
酒
い
り

そ
め
付
四
か
く
は
ち
　
ひ
た
ら

は
な
か
つ
ほ
入
置

た
ん
こ
　
可
首
鳥
に
し
め
て
へ
き

ニ
　
水
く
り
そ
め
　
つ
け
ノ
は
ち

ニ

棚
ニ
さ
い
の
か
う
箱
・
羽
箒

す
ミ
取
ふ
く
へ

飛
騨
片
口

10
309

802
一
六
五
五

明
暦
元
年

一
月
二
六
日

金
森
宗
和

弥
勒
一
休
か
け
物

は
な
ひ
と
ゑ
こ

う
ば
い

せ
う
と
う
花
・な

の
は
な

籠

祖
母
懐

水
指
口
広
古
備

前

め
ん
つ
う

御
室
内
白
く
す
り
外

か
き

赤
絵
ち
よ
く
ニ
海
鼠
腸

真
鰹
や
き
てへ
き
に
　
鴨
う
す
た

れ
煮
な
へ
な
か
ら
出
ル

ひ
た
ら
や
き
て
は
な
か
つ
ほ
置
　

染
付
は
ち
ニ
、さ
か
な
う
ミ
た
け
、

な
ま
こ
小
さ
ら
ニ
青
す
ニ
て
、す

い
物
あ
ま
さ
き
も
つ
く
入
　
あ

さ
き
わ
ん
ニ

く
さ
も
ち
こ
ん
に
や
く
に
し
め
て

へ
き
ニ
、む
き
く
り
そ
め
付
は
ち

ニ

棚
羽
箒
斗

す
ミ
取
ふ
く
へ・
水
次
肩
く
ち

10
320
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

803
一
六
五
五

明
暦
元
年

二
月
九
日

金
森
宗
和

竺
僊
墨
跡

花
せ
う
と
う
く

わ
・れ
ん
け
う
・

こ
ふ
し

耳
付
か
け
は
な
入

か
ら
物
大
し
り
ふ
く
ら
、

ほ
り
物
丸
盆
居

水
指
口
広
備
前
め
ん
つ
う

御
室
内
白
外
か
き
く

す
り

平
皿
　
に
物
つ
け
わ
ら
ひ・白
う

を
　
こ
ん
ふ・き
ん
あ
ん・い
な
の

う
す

ち
ょ
く
ニ
鮭
す
し
子

焼
鮒
御
室
焼
皿
ニ
ふ
な
ま
ん
中

斗鯛
塩
引
か
ね
も
つ
か
う
皿

鮒
な
ま
す
う
と
・く
り
・や
き
頭

　
み
つ
か
ん
わ
き
り

大
つ
ほ
さ
ら
ニ
す
い
物
鶴
・
竹
子

入草
餅
・さ
か
ら
め・
小
ひ
う
を
や

き
て
へ
き
に
、む
き
く
り
ハ
そ
め
つ

け
の
は
ち
ニ

棚
羽
箒
は
か
り
、す
ミ
取
ふ
く
へ

水
次
片
口

10
324

804
一
六
五
五

明
暦
元
年

二
月
二
三
日

昼

佐
々
木
孫
左

衛
門
　
　
　
墨
跡
　
乾
英
横
物

二
字

一
重
竹
　
旦
作

か
た
つ
き
　
の
ん
か
う
や

き

備
前

黒
　
古

9
305

805
一
六
五
五

明
暦
元
年

二
月
二
四
日

金
森
宗
和

奥
山
の
記

は
な
も
く
ま
め

ふ
し

む
す
ひ
へ
う
た
ん

御
室
ち
や
わ
ん
ニ
か
ら
物

大
し
り
ふ
く
ら
入
、下
た

な
ニ
か
さ
り
、わ
き
ニ
羽

箒

水
さ
し
ゑ
ん
広

備
前
耳
付

か
ね
の
こ
ほ
し

御
室
ち
や
わ
ん

赤
絵
青
地
皿
ニ
あ
た
ゝ
め
膾
道

具
前
の
こ
と
く

ち
よ
く
ニ

引
て
　
か
う
の
物
御
室
鉢
ニ
ほ

し
大
こ
ん・く
き

に
物
如
右
大
つ
ほ
皿
ニ

か
も
大
キ
ニ
切
、い
り
酒
ニ
て
　

生
た
い・ふ
り
切
、い
り
て
な
へ
な

か
ら
出
ル

煎
海
鼠
煮
い
り
酒
か
け
ち
う
は

こ
ニ

は
す
の
す
し
　
そ
め
付
四
か
く

は
ち
ニ

す
い
も
の
う
く
い
す
竹
か
さ
め
入

ひ
つ
ミ
わ
ん
ニ
た
ん
こ
へ
き
に
すへ
、

わ
か
め・む
き
く
り・
大
く
ろ
く
ハ

い
そ
め
付
は
ち

水
次
片
口

勅
筆
ノ
金
具

10
327

806
一
六
五
五

明
暦
元
年

二
月
二
七
日

昼

宗
守

墨
跡
　
翠
岩（
厳
）

　
旦
　
和
韵（
韻
）

青
茲（
磁
）

な
つ
め
、か
た
つ
き

盆
ニ
ノ
リ
、き
ん
ま

備
前

今
高
麗

9
305

807
一
六
五
五

明
暦
元
年

三
月
二
三
日

朝

喜
兵

墨
跡
　
宗
易
　
狂

歌
　
六
首
有
文

上

備
前
之
花
入

瀬
戸
、か
た
つ
き
、う
す
か

き
手

不
織
之
手

か
う
ら
い
　
古
　
ひ
ら

き

9
307

808
一
六
五
五

明
暦
元
年

三
月
二
六
日

昼

針
や
宗
春

墨
跡
　
国
師
一
行

物
、老
倒

│

船

瀬
戸
　
し
り
ふ
く
ら

備
前

高
麗
　
わ
り
か
う
た
い

く
わ
ん
よ
う
　
四
方

9
308

809
一
六
五
五

明
暦
元
年

四
月
二
七
日

昼

金
森
宗
和

徳
垕
古
田

江
戸
木
蓮
花
・い

と
く
り

丸
薄
板
十
六
目
　

か
ね
四
角
　
白
き

丸
た
か
い
と
け
り

四
か
く
せ
い
高

水
さ
し
前
ニ
　
備
前
　

こ
ふ
し
を
つ
か
り
赤
き

ち
ゃ
入
備
前

棗

御
室
薬
か
け
ぬ

り
蓋

御
室
く
す
り
は

け

水
建
御
室

こ
ほ
し
御
室
な
ハ

す
た
れ

御
室
茶
碗
こ
き
て

茶
碗
御
室

御
室
茶
碗
内
花
輪
違
錦
手
鱛
鮎
さ

ん
せ
う
　
か
れ
ひ
　
く
ら
け
　
く

り
　
さ
わ
な
　
は
う
ふ
う
　
う
と

　
き
ん
か
ん
　
は
らゝ
こ
　
お
ろ
し

瀬
戸
ち
ょ
く
ニ
つ
け
さ
ん
せ
う
　
汁

ね
い
も
　
あ
わ
ひ

小
坪
皿
　
煮
物
練
味
噌
　
白
魚
　

こ
ん
に
や
く
　
き
ん
か
ん
　
う
す

　
こ
ん
ふ
　
物
室
手
あ
か
は
ち
ニ

　
香
の
物
い
ろ
〳
〵

染
つ
け
　
干
鯛
か
つ
を

御
室
は
ち
　
み
の
す
し

い
ま
り
ゆ
り
皿
内
輪
違
　
す
み
そ

む
し
竹
　
ひ
ら
竹

御
室
あ
ミ
蛤
む
き
ミ
　
か
ら
し
　

あ
たゝ
め
て

御
室
縁
ニ
花
輪
ち
か
ひ
　
初
茸・水

く
り・杉
や
う
し

羽
ほ
う
き

柄
杓
・
竹
輪
あ
ふ
り
竹
ニ
入
竹
に
て
、

御
茶
立
、

新
茶

棚
ニ
御
室
や
き
鷺
玉
子
香
合
、羽
は
ゝ

きい（
ひ
脱
カ
）つ
さ
い
ろ
う・
輪
火
箸
・
水

次
ね
比

10
294･333
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

810
一
六
五
五

明
暦
元
年

五
月
一
○
日

昼

八
文
字
や
彦

兵
衛
　
　
　

墨
跡
　
無
学
ソ
ケ

ン
　
横（
衍
カ
）物

横
物

竹
　
旦
作

丸
壺
　
黒
薬
　
た
す
き

な
た
れ
有

大
キ
ナ
ル
も
の
　
盆
ニ
ノ

リ

備
前
　
ぬ
り
ふ

た

新
、赤

9
310

811
一
六
五
五

明
暦
元
年

六
月
一
五
日

朝

興
善
院

墨
跡
　
為
す
け
ノ

切

竹
之
船

瀬
戸
、中
か
う
、か
た
つ
き
備
前
　
丸
、大

キ

高
麗
　
か
た
手

9
311

812
一
六
五
五

明
暦
元
年

八
月
六
日

金
森
宗
和

春
浦
墨
跡

は
な
白
水
草
・

山
も
ニゝ
似
花

花
入
備
前
く
ち
ニ

梅
花
の
耳
有

御
室
せ
い
高

水
指
上
下
菊
ニ

割
た
る

御
室
や
き

茶
碗
御
室
内
白
外
か

き

俄
豆
腐
　
青
貝
わ
ん
ニ
　
大
こ

ん
を
ろ
し
　
か
ら
し

な
ま
す
　
つ
く
し
　
ふ
ち
菊
な

り
の
さ
ら
ニ

ま
な
か
つ
ほ
や
き
へ
き
に

吸
物
酒
麩
　
わ
さ
ひ
　
か
け
　

ち
う
は
こ

棚
　
む
す
ひ
文
か
う
は
こ
　
羽
箒

す
ミ
取
長
細
籠
、水
次
ひ
つ
ミ
く
ち・ぬ

り
ふ
た

10
348

813
一
六
五
五

明
暦
元
年

八
月
二
一
日

金
森
宗
和

春
浦
墨
跡

草
ふ
し

備
前
へ
う
た
ん

古
唐
津
や
き

御
室
青
薬

な
ハ
す
た
れ

御
室
内
白
外
か
き

あ
ミ
か
さ
ち
よ
く
ニ
し
ほ
か
ら

ま
な
か
つ
ほ
や
き
へ
き
に

な
ま
す
青
地
赤
絵
皿
ニ

酒
麩
わ
さ
ひ
か
け
　
く
つ
入
て

　
ち
う
は
こ
ニ
て

す
い
物
と
う
瓜
　
御
室
ち
や
わ

ん菓
子

一
御
前
ヘハ
御
室
や
き
赤
絵
高
つ

き
に

棚
　
御
室
玉
子
ニ
鶴
か
う
合
・
羽
箒

す
ミ
取
長
細
籠

水
次
ね
こ
ろ

10
349

814
一
六
五
五

明
暦
元
年

八
月
二
四
日

金
森
宗
和

宗
祇
墨
跡

は
な
草
藤

備
前
へ
う
た
ん

高
原
や
き
新
躬

御
室
青
く
す
り
な
ハ
す
た
れ

茶
碗
内
白
外
か
き

あ
ミ
か
さ
ち
よ
く
ニ
し
ほ
か
ら

な
へ
な
か
ら
出
ル
水
漬
鴨
は
な

か
つ
ほ
　
め
う
か
・
な
ま
た
れ

鱸
や
き
て
青
く
し
へ
き
ニ

麩
煮
て
く
つ
・
わ
さ
ひ
　
ち
う

は
こ

膾
　
青
地
赤
絵
皿
ニ

湯
の
前
　
く
り
の
こ
も
ち
　
ひ

つ
ミ
わ
ん
ニ

た
な
ニ
む
す
ひ
文
か
う
は
こ
　
羽
箒

す
ミ
取
長
細
籠

水
次
御
室
焼
ひ
つ
ミ
く
ち・ぬ
り
ふ
た

10
350

815
一
六
五
五

明
暦
元
年

一
一
月
一
六
日

金
森
宗
和

水
仙
・
白
梅

竹
尺
八
花
入

は
た
か
や
き
八

角
・ぬ
り
ふ
た

備
前

台
子
飾
あ
り

ひ
し
や
く
立
ひ
せ
ん

ほ
や
か
う
ろ・
八
角
ほ
ん

10
356

816
一
六
五
五

明
暦
元
年

一
二
月
一
八
日

昼

石
即
庵

墨
跡
　
清
厳

備
前
　
懸
　

瀬
戸

9
314

817
一
六
五
六

明
暦
二
年

四
月
一
○
日

昼

金
森
宗
和

利
休
横
判
　

か
ね
の
大
キ

か
ら
つ

古
備
前

し
か
ら
き
ほ
う
長
ひ
は
り
　
持
出

新
町
お
し
き

奥
津
鯛
か
つ
を
　
か
う
ら
い
鉢
ニ
棚
　
三
角
か
う
は
こ・
羽

10
358

818
一
六
五
六

明
暦
二
年

四
月
一
二
日

晩

金
森
宗
和

古
岳

船
花
入

と
も
ふ
た
　
慶
長
　
水

さ
し
の
ま
へニ

古
ひ
せ
ん

長
し
か
ら
き

大
こ
き

と
う
ふ
に
て
平
皿

真
鯛
へ
き

棚
二
三
角
香
合
・
羽

し
き
み
ニ
ひ
し
や
く
　
ひ
つ
き
り
　
茶

碗

10
358

819
一
六
五
六

明
暦
二
年

四
月
一
四
日

昼

金
森
宗
和

古
岳

か
ら
つ

古
備
前

へ
に
さ
ら

鷭
の
せ
ん
は
坪
皿

な
ま
す
　
あ
ミ
か
さ
な
り
皿
　

と
う
ふ
あ
ふ
り
ニ
て

引
て
　
か
う
の
物
色
々
御
室
鉢

ニま
な
か
つ
を
へ
き
　
へ
き
ニ

奥
津
鯛
か
つ
を
か
け
　
か
う
ら
い

鉢

棚
二
三
角
香
合
・
羽
、瓢
に
て
炭

ひ
し
や
く
立
懸
　
ひ
つ
き
り

10
359



32

番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

820
一
六
五
六

明
暦
二
年

四
月
一
五
日

昼

金
森
宗
和

古
岳

は
な
わ
ち
か
へ

　
け
し・あ
ほ
き

花

中
か
ぶ
ら

か
ら
つ

古
備
前

古
し
か
ら
き

へ
に
さ
ら

鷭
せ
ん
は
小
坪
皿
ニ
　
引
て
か
う

の
物

鯛
む
し
葛
た
ま
り
懸
　
大
坪
皿

ニ奥
津
鯛
か
つ
ほ
懸
、こ
う
ら
い
鉢

ニ鷭
へ
き
鳥

棚
　
三
角
香
合
・
羽

10
360

821
一
六
五
六

明
暦
二
年

四
月
一
九
日

昼

金
森
宗
和

春
浦

前
の
あ
か
色
か
ね
の

物

庄
三
郎

古
備
前

古
し
か
ら
き

ひ
は
り

鷭
せ
ん
は
坪
皿
　
ふ
ち
朱
折
敷

う
に
や
き
か
ハ
ら
け

ひ
つ
ミ
あ
ミ
か
さ
い
り
酒
　
鯉
子

付
すゝ
鉢
ニ

と
う
ふ
あ
ふ
り
に
て
平
皿
ニ

菓
子
た
ん
こ
　
竹
の
子
　
く
り

　
く
わ
ひ
　
長
菊
盆
ニ

酒
出
　
か
さ
う
あ
ゆへ
き
　
青
す

棚
　
染
付
く
ハ
ら・
羽
　
瓢
ニ
て
炭

10
360

822
一
六
五
六

明
暦
二
年

四
月
二
一
日

晩

金
森
宗
和

一
休

口
ひ
ろ
か
ね
の
花
入

う
す
板
ニ

庄
三
郎

古
備
前
水
さ
し
古
し
か
ら
き

木
具

な
ま
す
　
う
に
や
き
　
引
て
真
鰹

へ
き
　
干
魚
か
つ
を
か
け
　
こ
う

ら
い
鉢
ニ

と
う
ふ
ひ
ら
さ
ら
ニ

菓
子
へ
き
に
　
た
ん
こ
・
竹
子
　

ふ
と
　
き
く
ほ
ん
ニ

棚
ニ
上
鷺
か
う
箱
・
羽

10
361

823
一
六
五
六

明
暦
二
年

四
月
二
四
日

晩

金
森
宗
和

古
岳

く
ち
ひ
ろ
か
ね
の
花

入

か
ら
つ
か
た
つ
き

古
備
前

古
し
か
ら
き

く
ろ
ち
や
わ
ん
　
内

白
は
な
わ
ち
か
へ

引
て
　
か
う
の
物

と
う
ふ
あ
ふ
り
に
て
平
皿

わ
ら
ひ
重
箱
　
ふ
に
て
重
箱

棚
　
鷺
香
合
・
羽
　
瓢
ニ
て
炭

10
361

824
一
六
五
七

明
暦
三
年

五
月
一
四
日

聚
楽
清
左
衛
門

き
や
う
き

丸
壺
　
瀬
戸

備
前

か
う
ら
い

9
318

825
一
六
五
七

明
暦
三
年

六
月
一
五
日

朝

宗
守

備
前

瀬
戸
、か
た
つ
き

そ
め
付

9
319

826
一
六
五
七

明
暦
三
年

六
月
二
七
日

朝

二
徳

墨
跡
　
清
岩（
厳
）

豊
前
焼

備
前
、肩
衝

高
麗

茶
杓
　
利
休

9
320

827
一
六
五
九

万
治
二
年

三
月
九
日

善
応

墨
跡
　
文
　
旦

瀬
戸
　
懸

瀬
戸
　
小
キ
　
キ
ン
花

た
ら
い
　
備
前

黒
　
長
二
郎

9
332

828
一
六
五
九

万
治
二
年

四
月
一
二
日

興
善
院

墨
跡
　
利
休
文
　

判

か
ね
ノ

瀬
戸
、か
た
つ
き

備
前

京
焼
　
文
有

茶
杓
　
道
安

9
333

829
一
六
五
九

万
治
二
年

四
月
二
二
日

昼

瀬
尾
次
兵

墨
跡
　
大
文
字
　

ソ
ク
シ（
即
之
）

か
こ

し
ふ
か
ミ
　
肩
衝

備
前
手
桶

高
麗
　
ひ
ら
き

9
335

830
一
六
五
九

万
治
二
年

四
月
二
三
日

昼

岸
勘
兵

墨
跡
　
旦
　
シ
セ
イ

（
辞
世
）

尺
八

備
前
　
し
り
ふ
く
ら

い
か
　
ひ
や
う

た
ん
　
上

か
う
ら
い

茶
杓
　
少
庵
作

9
335

831
一
六
五
九

万
治
二
年

五
月
二
一
日

朝

井
九
兵

墨
跡
　
旦
文

竹
一
重
　
旦
作

か
た
つ
き
　
筑
前
や
き

備
前

黒

9
337

832
一
六
五
九

万
治
二
年

五
月
二
五
日

昼

江
雪
和
尚

墨
跡
　
利
休
辞
世

竹
二
重
　
御
所
持

写

火
細
　
瀬
戸
、黒
薬
、古

備
前

古
黒
茶
碗

9
337

833
一
六
五
九

万
治
二
年

七
月
二
三
日

昼

玄
由

墨
跡
　
三
百（
藐
）

院
様
　
文
字

備
前

瀬
戸
、か
た
つ
き

皆
口

か
う
ら
い

9
339

834
一
六
五
九

万
治
二
年

一
○
月
一
日

昼

曽
谷
彦
左

墨
跡
　
唐
筆
　
ゼ

カ
ン
横
物
　
細
字

青
慈（
磁
）　
耳
有
瀬
戸
ノ
黒
薬
か
た
つ
き

備
前

高
麗
　
ふ
き
す
ミ

茶
杓
　
少
庵

9
342

835
一
六
五
九

万
治
二
年

一
○
月
六
日

昼

宗
仁

墨
跡
　
徹
翁

備
前

瀬
戸

瀬
戸

赤

茶
杓
　
旦

9
342

836
一
六
五
九

万
治
二
年

一
○
月
七
日

朝

大
源
庵

墨
跡
　
古
岳
、大
燈
、

法
語

ひ
や
う
た
ん

備
前

絵
瀬
戸

茶
杓
　
旦
作

9
343

837
一
六
六
〇

万
治
三
年

六
月
三
日

朝

大
源
庵
へ

墨
跡
　
さ
り（
佐
理
）

色
紙

表
具
　
宗
易

竹
　
一
重
、旦
作

し
り
ふ
く
ら
、唐

備
前
　
四
方

瀬
戸
、か
う
ら
い

9
345

838
一
六
六
一

寛
文
元
年

三
月
二
五
日

昼

宗
守

墨
跡
　
少
庵

備
前

し
か
ら
き
　
か
た
つ
き

高
麗

9
350
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

839
一
六
六
一

寛
文
元
年

閏
八
月
一
日

西
谷
三
郎
左
墨
跡
　
宗
易
文
　

字
瓦
と
在
之
候

備
前
　
織
部

尾
張
や
き

し
か
ら
き

高
麗
　
い
ら
ほ

9
353

840
一
六
六
一

寛
文
元
年

閏
八
月
五
日

朝

二
徳

墨
跡
　
利
　
歌

備
前
、懸

瀬
戸
、か
た
つ
き

手
、粟
田
口

瀬
戸
、ほ
り
出
し

茶
杓
　
利
　
下
地
、慶
首
座

9
353

841
一
六
六
一

寛
文
元
年

閏
八
月
一
二
日

朝

堺
や
弥
四
郎
墨
跡　
国
師　
奥
書

物

花
入
ひ
や
う
た
ん

茶
入
瀬
戸
肩
衝

黄
な
た
れ
在

た
い
す
　
水
指

備
前

瀬
戸
水
こ
ほ
し

茶
碗
赤

9
354

842
一
六
六
一

寛
文
元
年

閏
八
月
二
八
日

昼

針
彦
左

墨
跡   

一
休
横
物

青
慈（
磁
）

か
た
つ
き

備
前

高
麗

9
354

843
一
六
六
一

寛
文
元
年

九
月
一
七
日

昼

清
岩（
厳
）
墨
跡
　
リ
ン
サ
イ
ノ

賛
　
実
伝

掛
　
し
か
ら
き

し
か
ら
き
　
宗
易

古
備
前
、ゆ
ひ
つ

手道
安
所
持

は
ち
ひ
ら
い

茶
杓
　
ぬ
り
　
易

9
355

844
一
六
六
一

寛
文
元
年

九
月
二
七
日

朝

元
立

墨
跡
　
沢
庵
文

備
前
　
口
セ
バ

い
が
や
き

み
し
ま

茶
杓
　
旦
作

9
356

845
一
六
六
一

寛
文
元
年

一
○
月
一
九
日

昼

大
源
庵

墨
跡
　
唐
筆
　
永

堅
名
印
有

一
重
竹
　
三
十
三
年

ノ
由

瀬
戸
、丸
壺
、黄
薬

四
方
、備
前

赤
　
の
ん
か
う

9
358

846
一
六
六
一

寛
文
元
年

一
○
月
二
○
日

昼

二
徳

墨
跡
　
利
休
歌

壺

し
り
ふ
く
ら

ひ
せ
ん
や
き

は
き
や
き

茶
碗（
杓
カ
）　
三
斎

9
359

847
一
六
六
一

寛
文
元
年

一
○
月
二
六
日

昼

長
渕

墨
跡
　
利
文
　
横

旦
作
　
一
重
　
上

瀬
戸
　
お
り
べ
や
き

備
前

高
麗
　
今

9
360

848
一
六
六
一

寛
文
元
年

一
○
月
三
○
日

昼

道
珠

墨
跡
　
沢
庵
　
歌
水
仙
、白
玉

瀬
戸
、り
う
ご
、ひ

く
ち
あ
り

古
瀬
戸
　
し
り
ふ
く
ら

瀬
戸
、上

備
前
　
口
六
角

茶
杓
　
旦
作

9
361

849
一
六
六
一

寛
文
元
年

一
一
月
七
日

昼

京
極
寺

墨
跡
　
歌
　
龍
山

　
三
ミ
や
ク
院

竹
　
二
重
筒

耳
付

備
前

か
う
ら
い

9
361

850
一
六
六
一

寛
文
元
年

一
二
月
二
日

昼

和
久
了
雲

墨
跡
　
印
月
江
、

紙
之
内
、杉
原
一
枚

も
の
程
、印
一つ

竹
　
わ
　
宗
和

瀬
戸
、か
た
つ
き

大
耳
　
備
前

コ
キ
手
　
中

9
365

851
一
六
六
二

寛
文
二
年

一
二
月
九
日

昼

元
由

絵
賛
　
鈴
木
三
郎

絵賛
　
玉
舟

備
前

し
か
ら
き
、大

し
か
ら
き

黒
　
古
キ

9
367

852
一
六
六
二

寛
文
二
年

一
二
月
一
○
日

昼

二
徳

宗
易
横
文

び
せ
ん

し
り
ふ
く
ら

瀬
戸
、古

し
ま
も
の

か
う
ら
い
　
し
ほ
け

9
367

853
一
六
六
二

寛
文
二
年

一
二
月
二
三
日

朝

岸
勘
兵
衛

墨
跡
　
老
父

ひ
や
う
た
ん

小
棗
　
一
服
入

休
判
有

備
前

瀬
戸

9
368

854
一
六
六
八

寛
文
八
年

七
月
二
日

朝

入
江
長
兵
衛
墨
跡
　
定
家
切

二
重
　
三
斎
作

あ
お
い
て
　
肩
衝

備
前
水
指

ゴ
キ
て
茶
碗

茶
杓
　
易

両
樋

9
371

855
一
六
六
八

寛
文
八
年

七
月
二
七
日

朝

興
善

利
休
文

か
ね

丹
波
焼
　
し
り
ふ
く
ら

備
前
ゆ
ひ
つ

せ
と
絵

9
372

856
一
六
六
八

寛
文
八
年

一
○
月
八
日

昼

中
村
八
兵

大
休
墨
跡

備
前

し
か
ら
き

赤
、上

9
373

857
一
六
六
八

寛
文
八
年

一
○
月
二
五
日

昼

為
心

ひ
や
う
た
ん

瀬
戸
古

備
前
、ひ
し
水
指

か
う
ら
い

こ
も
か
へ

9
375

858
一
六
六
八

寛
文
八
年

一
○
月
二
七
日

晩

宗
古

玉
舟
墨
跡

備
前

い
も
の
子

備
前
水
指

新
茶
碗

9
376

859
一
六
六
八

寛
文
八
年

一
○
月
二
八
日

朝

長
渕

色
紙

備
前
、壺

備
前

黒

9
376

860
一
六
六
九

寛
文
九
年

九
月
三
日

昼

相
半
入

墨
跡
　
玉
室
　
書

捨
　
玉
舟
奥
書

竹
一
重

備
前

し
か
ら
き
、
織

部
時
分

黒中
黒
ト

銘
在
之

9
380

861
一
六
七
九

延
宝
七
年

一
一
月
二
日

成
身
院

念
大
休
墨
跡

中
立
、次
ニ
床
　
巻

夜
食
後
、古
筆
古
キ

茶
入
等
一
覧

茶
入
　
ア
ゲ
底

古
キ
茶
入

伊
部
水
指

瓶
蓋
ノ
水
コ
ホ
シ

11
1-57

862
一
六
七
九

延
宝
七
年

一
一
月
一
四
日

新
院

慈
鎮
懐
帋
法
花
寿

量
品
歌
二
首
、
筆

名
有
之
、
表
具
常

修
院
宮
御
好
、
上

下
浅
黄
ト
ン
ス
、

中
丹
地
金
襴
、一
文

字
茶
地
金
襴

白
梅
・
紅
梅
・
白

玉
椿

宗
和
作
　
二
重
筒

白
梅
・
紅
梅
・
白
玉

椿
被
活
之
、下
重
ニ

入

瀬
戸
肩
槻
ナ
マコ
手
ト
云

物
也
浅
黄
地
モ
フ
ル
ニ
入
備
前

新
渡
三
島

御
棚
環
ト
羽
被
置
之

御
茶
　
竹
庵

御
茶
杓
　
常
修
院
宮
御
作

11
1-57
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

863
一
六
七
九

延
宝
七
年

一
一
月
一
四
日

（
右
と
同
じ
か
）

後
西
院

慈
鎮
懐
紙
　
寿
量

品
ノ
歌
二
首

表
具
常
修
院
宮
御

取
合

上
下
ア
サ
キ
ド
ン
ス

　
中
タ
ン
地
金
襴

一
文
字
茶
地
金
襴

白
玉
椿

白
梅

後
ニ
紅
梅

一
輪
ア
リ

宗
和
作
二
重
筒（
絵

あ
り
）

ナ
マコ
手
肩
槻
　

浅
黄
地
モ
フ
ル
袋
ニ
入
緒

紫

古
備
前（
絵
あ

り
）

新
渡
ノ
三
島
手

御
香
箱   

楊
茂   

堆
朱
牡
丹

御
棚
ニ
羽
　
鐶

御
茶
杓
　
常
修
院
宮
御
作

風
呂
前
窓
ニ
柄
杓
御
掛

畳
目
三
ツ

柄
ノ
ト
マ
リ
竹
輪

12
365

864
一
六
八
〇

延
宝
八
年

一
二
月
二
四
日

三
菩
提
院

福
園
院
老
僧
故
断

出
山
了
、即
之
大
文

字
横
物

柳
長
春

古
備
前
花
入

漢
内
海
茶
入

片
樂
水
指

イ
ラ
ボ
大
茶
碗

瑠
球
青
貝
布
袋
香
合

羽
荘

茶
杓
　
常
修
院
宮
御
作

11
3-25

865
一
六
八
一

天
和
元
年

七
月
三
日

新
院

一
山
墨
跡
一
行
物
、

廻
脱
招
塵
四
字
也
、

上
下
カ
キ
地
、浅
黄

色
梅
竹
鶴
之
紋
ア

リ
、ト
ン
ス
ナ
リ
、中

一
文
字
ハ
沙
歟

宗
和
作
　
二
重
筒
ナ
マ
子
手
御
信
太
肩
槻

ト
號
金
モ
ウ
ル
袋
ニ
入

古
備
前
手
桶

従
稲
葉
美
濃
守
献
上

之
新
渡
也
、口
ニ
紋
ア

リ

御
棚
ニ
仁
和
寺
焼
に
し
き
手
揚
子
サ
シ

ノ
香
箱
、環
被
荘
之

11
4-32

866
一
六
八
一

天
和
元
年

七
月
三
日

（
右
と
同
じ
か
）

後
西
院

一
山
墨
跡
　
廻
祝
招

苑
　
書
　
印

御
表
具
　
上
下
カ

キ
地
　
浅
黄
シ
ケ
松

梅
鶴
　
中
　
一
文
字

白
き
く
二
輪

黄
き
く
一
輪

宗
和
作
二
重
筒（
絵

あ
り
）

信
太
肩
槻
十
二
子
手
　

金
モ
ウ
ル
袋
ニ
入

古
備
前
手
桶

新
渡
　
口
ニ
紋
ア
リ
　

濃
州
献
上

御
棚
　
仁
和
寺
物
　
楊
子
サ
シ
御
香

合鐶
被
荘
之

御
茶
杓
　
宗
和

12
369

867
一
六
八
二

天
和
二
年

一
二
月
五
日

後
西
院

後
花
園
御
懐
紙
　

栄
華
ノ
書
入
ア
リ

　
上
下
ト
ン
ス
　

中
白
地
金
ラ
ン
　

一
文
字
風
帯
　
紫

地
金
ラ
ン

水
仙

焼
物
竹
ノ
花
入

ね
チ
ヌ
キ
御
茶
入
　
毛

留
袋

古
備
前
水
指

五
器
茶
碗

御
棚
ニ
四
方
ノ
香
合
瀬
戸
歟
　
羽

12
374

868
一
六
八
四

貞
享
元
年

六
月
六
日

新
院

爲
家
之
詠
草
之
切
白
蓮
二
輪

サ
レ
木

正
信
手
　
春
慶
　
毛
留

袋
也

新
渡
御
茶
碗

御
香
箱
古
備
前
扇
新
、御
棚
環
・
羽
被

荘
之

11
12-21

869
一
六
八
四

貞
享
元
年

六
月
六
日

（
右
と
同
じ
か
）

後
西
院

為
家
詠
草
之
切

白
蓮
二
輪

サ
ン
木
御
花
入

御
茶
入
正
信
手
春
慶
　

毛
留
袋

新
渡
御
茶
碗

御
棚
　
扇
形
古
備
前
香
合
　
鐶
羽
置

合
也

12
376

870
一
六
八
五

貞
享
二
年

一
月
二
一
日

院

後
小
松
勅
筆
歌

南
京
梅
・
椿

常
修
院
宮
御
作
尺

八

弥
ち
ぬ
き
毛
留
袋

古
備
前

新
渡

御
棚
　
青
貝
つ
る
付
御
香
合

御
茶
杓
　
宗
和
作
　
釼
さ
き
の
貝
な

り

11
14-28

871
一
六
八
五

貞
享
二
年

一
月
二
一
日

後
西
院

後
小
松
勅
筆

南
京
梅

椿

常
修
院
宮
御
作
尺

八

ね
ち
ぬ
き
茶
入
　
毛
留

袋

古
備
前
水
指

新
渡
御
茶
碗

御
棚
　
青
貝
釣
付
香
合
　
羽

宗
和
作
御
茶
杓
　
釼
サ
キ
ノ
ヒ
成
也

12
376

872
一
六
八
五

貞
享
二
年

一
月
二
四
日

常
修
院

後
水
尾
院
勅
筆
御
製

御
散
書
也
、題
尺
教

也
、御
判
ア
リ

蝋
梅

細
口
唐
金
花
入

古
備
前
御
茶
入

粟
田
口
焼
耳
口

ア
リ

た
め
ぬ
り
ノ
こ
ぼ

し

本
能
寺
渡
歟
　
高
麗
也

御
棚
環
・
羽

香
合
ハ
唐
獅
焼
物

宗
和
作
ぬ
り
茶
杓
ま
き
絵
二
梧
ノ
紋

ア
リ

11
15-20

873
一
六
八
五

貞
享
二
年

二
月
二
八
日

三
菩
提
院

妙
門
主
絵
達
磨
ニ

勅
讃
之
掛
物

梅
・
椿

前
ニ
拝
借
焼
物
置

花
入

八
重
桜
ノ
茶
入

手
洗
柳
手
ノ
水

指

高
麗
朝
か
ほ
手
茶
碗

宗
和
作
茶
杓

古
備
前
扇
之
香
合

11
15-21

874
一
六
八
五

貞
享
二
年

一
一
月
一
一
日

品
宮

可
翁
筆
　
川
鳥
之
絵
、

表
具
小
堀
遠
江
ノ
由

御
物
語
也

口
廣
根
抜
御
茶
入
、白
地

ヨ
リ
金
廣
東
袋

備
前
水
さ
し

高
麗
茶
碗

南
京
香
合

利
休
作
芋
茶
杓

11
20-25

875
一
六
八
六

貞
享
三
年

六
月
一
七
日

出
納
豊
後
守
月
庵
墨
跡
　
宗
和

表
具
也

古
備
前
釣
舟
活
花
宗
和
好
ノ
長
茶
入
　
御
室

焼

三
足
卓
爾
雉
香
炉

青
貝
香
合

宗
和
作
之
茶
杓

11
21-40

876
一
六
八
六

貞
享
三
年

一
一
月
二
○
日

三
菩
提
院

大
塔
宮
消
息

水
仙

青
地
き
ぬ
た
花
入

小
肩
槻
茶
入
道
元
切
之

袋
　
四
方
盆
縁
朱
ぬ
り

古
備
前
水
指

本
能
寺
渡
茶
碗

月
日
貝
棚
二
手
瓢
□

常
修
院
宮
御
作
茶
杓

11
21-44
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

877
一
六
九
三

元
禄
六
年

一
一
月
二
九
日

晩

伊
達
綱
村

輝
東
陽
之
墨
跡

椿
赤
　
寒
菊

あ
ら（
荒
）磯
重
ノ

物

堪
忍

古
備
前
五
角

面
桶

熊
川

ツ
リ
棚
ニ
　
香
合
　
染
付
ヒ
ヨ
ミ（
日

読
）　
脇
ニ
三
羽
ツ
ル

炭
斗
フ
クへ

茶
　
上
林
初
音

茶
杓
　
三
斎
大
フ
リ

ふ
た
置
　
青
竹

13
35

878
一
六
九
八
元
禄
一
一
年

一
月
九
日

晩

伊
達
綱
村

大
猷
院
殿
柴
舟
之

御
書

柳
　
白
椿

瓢
簞
一
重

袋
棚
　
上
　
茶
入
　
春

慶
丸
壺
押
詰
　
舟
橋
長

左
衛
門
上
ル

盆
　
曲
柴
入
内
朱
塗
押

詰
買
候

御
本
手
三
嶋
耳

付
　
七
日
ニ
買

候
　
上
ニ
柄
杓

置

備
前
筒
形

瀬
戸
　
な
ま
こ
時
代

黒
塗
袋
棚
　
上
　
香
炉
　
青
磁
一
閑

人
押
詰
買
候
　
脇
ニ
小
キ
香
合
　
赤

絵
是
も
押
詰
買
候

下
　
炭
斗
　
小
振
細
籠

蓋
置
　
青
竹

茶
杓
　
利
休
作
　
佐
々
豊
前
上
ル

茶
　
頼
政
初
む
か
し

13
55

879
一
六
九
八
元
禄
一
一
年

二
月
晦
日

暁

伊
達
綱
村

清
拙
墨
跡
拝
領

椿

碪

物
相
　
盆
　
内
赤

古
備
前
五
角

面
桶

千
鳥
持
出
ル

炭
斗
　
ふ
く
へ

香
合
　
青
貝
東
坡

茶
杓
　
三
斎
作
　
貞
山
様
御
代
よ
り

御
座
候

蓋
置
　
青
竹

茶
　
三
入
初
む
か
し

13
56

880
一
六
九
八
元
禄
一
一
年

九
月
三
日

昼

伊
達
綱
村

馮
海
栗（
粟
）墨
跡
し
う
か
い
と
う

胡
銅
経
筒
　
左
近

殿
所
持

武
隈

古
備
前
五
角

染
付
ひ
つ
み

村
雲

二
重
棚
　
上
　
香
炉
　
青
磁
う
さ
き

（
兎
）石
州
所
持

下
　
香
合
　
赤
絵
柴
入
　
三
羽
鶴

炭
斗
　
四
角
細
籠

水
次
　
か
ね
の
物

蓋
置
　
瀬
戸
織
部
時
代

茶
杓
　
三
斎
作
　
本
多
采
女
上
ル

茶
　
牛
加
後
む
か
し

13
61

881
一
六
九
九
元
禄
一
二
年

四
月
一
九
日

朝

伊
達
綱
村

輝
東
陽
墨
跡

芍
薬

を
と
し
か
け
ニ
淡
路

屋
釣
船

面
取
　
今
度
茂
庭
（
性

元
）
周
防
上
ル

古
備
前
五
角

沙
波
利
口
寄

猿
耳

炭
斗
　
四
角
細
籠

香
合
　
染
付
柿

茶
杓
　
宗
久
作
　
鎮
信
老
よ
り
給
候

蓋
置
　
高
原
焼

茶
　
上
林
初
む
か
し

13
66

882
一
六
九
九
元
禄
一
二
年

四
月
二
六
日

夜

伊
達
綱
村

柳
五
位
鷺   

讃
　

琦
楚
石
　
画
　
黙

庵

か
う
ほ
ね

荒
磯

面
取
　
今
度
茂
庭
周
防

上

古
備
前
五
角

沙
波
利
鉢
子
形

判
事
五
器

炭
斗
　
唐
物
四
角
細
籠

香
合
　
赤
絵
小
振

水
次
　
青
磁

蓋
置
　
石
州
根
竹

茶
杓
　
利
休
作
　
鎮
信
老
よ
り
給
候

蓋
置
　
石
州
根
竹

茶
　
三
入
初
む
か
し

13
66

883
一
六
九
九
元
禄
一
二
年

四
月
二
七
日

朝

伊
達
綱
村

虚
堂
墨
跡

か
う
ほ
ね

代
長

小
肩
衝

水
指
之
前
に
置

盆
　
菊
之
折
枝

古
備
前
五
角

沙
波
利
口
寄

三
輪
ヶ
崎

持
出
ル

軸
脇
ニ
香
炉
　
利
休
四
方
香
炉
之
手

炭
斗
　
梨
地
四
角

香
合
　
赤
絵
小
振

水
次
　
染
付
筋
つ
る
付
　

蓋
置
　
高
原
焼

茶
杓
　
三
斎
作
　
貞
山
御
代
よ
り
御

座
候

茶
　
三
入
初
む
か
し

13
67

884
一
六
九
九
元
禄
一
二
年

五
月
一
八
日

朝

伊
達
綱
村

清
拙
墨
跡
　
先
達

買
候

小
ゆ
り

青
磁
細
口
象
耳

な
ま
こ
手

古
備
前
餌
籮
　

利
休
所
持
　
此

度
今
井
七
九
郎

殿
よ
り
参
候

沙
波
利
縁
有
　

カ
ス
カ
イ

三
輪
ヶ
崎

炭
斗
　
四
角
細
籠

香
合
　
染
付
丁
子

茶
杓
　
織
部
作
五
嶋
五
郎
左
衛
門
上

ル蓋
置
　
高
原
焼
立
皷

茶
　
森
本
後
む
か
し

13
68
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

885
一
六
九
九
元
禄
一
二
年

六
月
一
○
日

晩

伊
達
綱
村

清
拙
墨
跡
　
先
達

買
候

か
う
ほ
ね

古
備
前
立
鼓
　
織

部
遠
州
所
持

苫
屋

御
本
手
端
彎

沙
波
利
鉢
子
形

藤
田
　
参
勤
以
後
買

候

軸
脇
ニ
香
炉
　
利
休
破
笠

炭
斗
　
唐
物
四
角
細
籠

香
合
　
染
付
丁
子
形

水
次
　
青
磁
絃
付
　
遠
州
所
持

茶
杓
　
宗
久
作

蓋
置
　
瀬
戸
織
部
時
代

茶
　
牛
加
初
昔
夏
切
試
遣
候
を
幸
ニ

披
候

13
69

886
一
六
九
九
元
禄
一
二
年

六
月
一
七
日

晩

伊
達
綱
村

大
明
金
本
清
筆
大

字
　
田
辺
喜
右
衛

門
上
ル

建
仁
天
隠
和
尚
詩

並
序

か
う
ほ
ね

胡
銅
四
角
安
達
雲

斎
上
ル

村
雨
　
山
本
勘
兵
衛
上

ル

伊
賀
焼
　
餌
籮
新
備
前
四
角

古
高
麗
し
み

炭
斗
　
梨
地
四
角

香
合
　
し
ほ
り
手
柚
　
糸
屋
良
斎
上

ル水
次
　
黒
塗
片
口

茶
杓
　
三
斎
作
　
本
多
采
女
上

蓋
置
　
瀬
戸
織
部
時
代

茶
　
三
入
一ノ
白

13
69

887
一
六
九
九
元
禄
一
二
年

六
月
二
九
日

朝

伊
達
綱
村

虚
堂
墨
跡

か
う
ほ
ね

南
蛮
巾
着
　
金
森

雲
州
所
持

小
肩
衝
　
盆
　
菊
之
折

枝水
指
之
前
ニ
置

古
備
前
餌
籮
　

利
休
所
持
　
今

井
七
九
郎
殿
よ

り
参
候

沙
波
利
鉢
之
子

形

破
高
台
之
手
　
持
出

軸
脇
ニ
香
炉
　
利
休
四
方
香
炉
之
手

炭
斗
　
唐
物
小
細
籠

香
合
　
堆
朱
福
禄
寿

茶
杓
　
三
斎
作
　
貞
山
様
御
代
よ
り

御
座
候

蓋
置
　
石
州
根
竹

茶
　
尾
崎
初
む
か
し

13
71

888
一
六
九
九
元
禄
一
二
年

閏
九
月
九
日

朝

伊
達
綱
村

布
袋
　
画
　
卒
翁

　
讃
　
癡

さゝ
ん
花

荒
磯

貯
月
　
遠
州
所
持

古
備
前
五
角

沙
波
利
棒
之
先

竪
手

軸
脇
ニ
香
炉
　
利
休
四
方
香
炉
之
手

茶
杓
　
利
休
作
小
振
　
柴
田
庄
次
郎

上
ル

蓋
置
　
石
州
根
竹

茶
　
上
林
祝
白
む
か
し

13
74

889
一
六
九
九
元
禄
一
二
年
一
○
月
二
一
日

伊
達
綱
村

虚
堂
墨
跡

梅
　
寒
菊

花
筒
　
織
部
殿
作

　
此
度
買
候

古
瀬
戸
肩
衝
　
桑
山
左
近

殿
所
持
　
此
度
吉
田
平
助

上
ル

水
指
之
前
ニ
置

盆
　
若
狭
手
四
方
盆

備
前
餌
籮
　
利

休
所
持

面
桶

古
唐
津
　
遠
州
所
持

　
此
度
勝
田
寿
閑
上

ル持
出

炭
斗
　
ふ
く
へ
　
如
例
大
文
字
屋
怡

斎
上
ル

火
箸
　
宗
薫
所
持
　
此
度
今
井
七
九

郎
殿
よ
り
参

灰
ほ
う
ろ
く
　
は
ん
た
　
宗
久
所
持

　
此
度
今
井
七
九
郎
殿
よ
り
参

三
羽
鶴

香
合
　
染
付
瓢
箪

茶
杓
　
道
安
作
　
石
州
所
持

蓋
置
　
青
竹

茶
　
上
林
初
む
か
し
　
但
壺
小
天
狗

　
小
座
敷
江
飾
候

13
89

890
一
六
九
九
元
禄
一
二
年

一
一
月
九
日

晩

伊
達
綱
村
（
廿
一
日
晩
同
前
）

虚
堂
墨
跡

寒
菊

（
廿
一
日
晩
同
前
）

花
筒
　
織
部
殿
作

　
此
度
買
候

（
廿
一
日
晩
同
前
）

古
瀬
戸
肩
衝
　
桑
山
左

近
殿
所
持
　
此
度
吉
田

平
助
上
ル

水
指
之
前
ニ
置

盆
　
若
狭
手
四
方
盆

（
廿
一
日
晩
同
前
）

備
前
餌
籮
　

利
休
所
持

（
廿
一
日
晩
同
前
）

面
桶

（
廿
一
日
晩
同
前
）

古
唐
津
　
遠
州
所
持

　
此
度
勝
田
寿
閑
上

ル持
出

（
香
合
・
茶
外
　
廿
一
日
晩
同
前
）

炭
斗
　
ふ
く
へ
　
如
例
大
文
字
屋
怡

斎
上
ル

火
箸
　
宗
薫
所
持
　
此
度
今
井
七
九

郎
殿
よ
り
参

灰
ほ
う
ろ
く
　
は
ん
た
　
宗
久
所
持

　
此
度
今
井
七
九
郎
殿
よ
り
参

三
羽
鶴

香
合
　
染
付
三
角
鶴
之
文

茶
杓
　
道
安
作
　
石
州
所
持

蓋
置
　
青
竹

茶
　
上
林
後
む
か
し
　

13
90

891
一
六
九
九
元
禄
一
二
年
一
一
月
一
四
日

晩

伊
達
綱
村
（
廿
一
日
晩
同
前
）

虚
堂
墨
跡

梅
　
椿

（
廿
一
日
晩
同
前
）

花
筒
　
織
部
殿
作

　
此
度
買
候

（
廿
一
日
晩
同
前
）

古
瀬
戸
肩
衝
　
桑
山
左

近
殿
所
持
　
此
度
吉
田

平
助
上
ル

水
指
之
前
ニ
置

盆
　
若
狭
手
四
方
盆

（
廿
一
日
晩
同
前
）

備
前
餌
籮
　
利

休
所
持

（
廿
一
日
晩
同
前
）

面
桶

（
廿
一
日
晩
同
前
）

古
唐
津
　
遠
州
所
持

　
此
度
勝
田
寿
閑
上

ル持
出

（
茶
外
　
廿
一
日
晩
同
前
）

炭
斗
　
ふ
く
へ
　
如
例
大
文
字
屋
怡

斎
上
ル

火
箸
　
宗
薫
所
持
　
此
度
今
井
七
九

郎
殿
よ
り
参

灰
ほ
う
ろ
く
　
は
ん
た
　
宗
久
所
持

　
此
度
今
井
七
九
郎
殿
よ
り
参

三
羽
鶴

香
合
　
染
付
瓢
箪

茶
杓
　
道
安
作
　
石
州
所
持

蓋
置
　
青
竹

茶
　
上
林
後
む
か
し
　

13
90
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

892
一
六
九
九
元
禄
一
二
年
一
一
月
一
九
日

晩

伊
達
綱
村
（
廿
一
日
晩
同
前
）

虚
堂
墨
跡

水
仙

（
廿
一
日
晩
同
前
）

花
筒
　
織
部
殿
作

　
此
度
買
候

（
廿
一
日
晩
同
前
）

古
瀬
戸
肩
衝
　
桑
山
左

近
殿
所
持
　
此
度
吉
田

平
助
上
ル

水
指
之
前
ニ
置

盆
　
若
狭
手
四
方
盆

（
廿
一
日
晩
同
前
）

備
前
餌
籮
　
利

休
所
持

（
廿
一
日
晩
同
前
）

面
桶

（
廿
一
日
晩
同
前
）

古
唐
津
　
遠
州
所
持

　
此
度
勝
田
寿
閑
上

ル持
出

（
茶
外
　
廿
一
日
晩
同
前
）

炭
斗
　
ふ
く
へ
　
如
例
大
文
字
屋
怡

斎
上
ル

火
箸
　
宗
薫
所
持
　
此
度
今
井
七
九

郎
殿
よ
り
参

灰
ほ
う
ろ
く
　
は
ん
た
　
宗
久
所
持

　
此
度
今
井
七
九
郎
殿
よ
り
参

三
羽
鶴

香
合
　
染
付
瓢
箪

茶
杓
　
道
安
作
　
石
州
所
持

蓋
置
　
青
竹

茶
　
上
林
後
む
か
し
　

13
90

893
一
六
九
九
元
禄
一
二
年
一
一
月
二
五
日

晩

伊
達
綱
村

大
猷
院
殿
柴
舟
之

御
書

梅
　
椿
　
寒
菊
碪
　
織
部
所
持

小
肩
衝
　
盆
　
菊
之
折

枝水
指
之
前
ニ
置

（
廿
一
日
晩
同
前
）

備
前
餌
籮
　
利

休
所
持

（
廿
一
日
晩
同
前
）

面
桶

堅
手

持
出
ル

（
茶
杓
・
茶
外
　
廿
一
日
晩
同
前
）

炭
斗
　
ふ
く
へ
　
如
例
大
文
字
屋
怡

斎
上
ル

火
箸
　
宗
薫
所
持
　
此
度
今
井
七
九

郎
殿
よ
り
参

灰
ほ
う
ろ
く
　
は
ん
た
　
宗
久
所
持

　
此
度
今
井
七
九
郎
殿
よ
り
参

三
羽
鶴

香
合
　
染
付
瓢
箪

茶
杓
　
三
斎
作
　
貞
山
様
御
代
よ
り

御
座
候

蓋
置
　
青
竹

茶
　
三
入
初
む
か
し
　

13
90

894
一
六
九
九
元
禄
一
二
年
一
一
月
二
六
日

晩

伊
達
綱
村
（
廿
一
日
晩
同
前
）

虚
堂
墨
跡

梅
　
椿

（
廿
一
日
晩
同
前
）

花
筒
　
織
部
殿
作

　
此
度
買
候

（
廿
一
日
晩
同
前
）

古
瀬
戸
肩
衝
　
桑
山
左

近
殿
所
持
　
此
度
吉
田

平
助
上
ル

水
指
之
前
ニ
置

盆
　
若
狭
手
四
方
盆

（
廿
一
日
晩
同
前
）

備
前
餌
籮
　
利

休
所
持

（
廿
一
日
晩
同
前
）

面
桶

（
廿
一
日
晩
同
前
）

古
唐
津
　
遠
州
所
持

　
此
度
勝
田
寿
閑
上

ル持
出

（
茶
外
　
廿
一
日
晩
同
前
）

炭
斗
　
ふ
く
へ
　
如
例
大
文
字
屋
怡

斎
上
ル

火
箸
　
宗
薫
所
持
　
此
度
今
井
七
九

郎
殿
よ
り
参

灰
ほ
う
ろ
く
　
は
ん
た
　
宗
久
所
持

　
此
度
今
井
七
九
郎
殿
よ
り
参

三
羽
鶴

香
合
　
染
付
瓢
箪

茶
杓
　
道
安
作
　
石
州
所
持

蓋
置
　
青
竹

茶
　
上
林
後
む
か
し
　

13
91

895
一
六
九
九
元
禄
一
二
年

一
一
月
晦
日

朝

伊
達
綱
村
（
廿
一
日
晩
同
前
）

虚
堂
墨
跡

梅
　
椿

（
廿
一
日
晩
同
前
）

花
筒
　
織
部
殿
作

　
此
度
買
候

（
廿
一
日
晩
同
前
）

古
瀬
戸
肩
衝
　
桑
山
左

近
殿
所
持
　
此
度
吉
田

平
助
上
ル

水
指
之
前
ニ
置

盆
　
若
狭
手
四
方
盆

（
廿
一
日
晩
同
前
）

備
前
餌
籮
　
利

休
所
持

（
廿
一
日
晩
同
前
）

面
桶

（
廿
一
日
晩
同
前
）

古
唐
津
　
遠
州
所
持

　
此
度
勝
田
寿
閑
上

ル持
出

（
茶
外
　
廿
一
日
晩
同
前
）

炭
斗
　
ふ
く
へ
　
如
例
大
文
字
屋
怡

斎
上
ル

火
箸
　
宗
薫
所
持
　
此
度
今
井
七
九

郎
殿
よ
り
参

灰
ほ
う
ろ
く
　
は
ん
た
　
宗
久
所
持

　
此
度
今
井
七
九
郎
殿
よ
り
参

三
羽
鶴

香
合
　
染
付
瓢
箪

茶
杓
　
道
安
作
　
石
州
所
持

蓋
置
　
青
竹

茶
　
上
林
好
ノ
白
　

13
91

896
一
六
九
九
元
禄
一
二
年

一
二
月
三
日

晩

伊
達
綱
村

後
水
尾
院
御
懐
紙

　
逢
春
門
院
御
拝

領
水
本
僧
正
江
被

遣
候
を
給
候
　
表

具
仕
被
候

梅
　
椿

胡
銅
異
風
玉
縁
数

多

峯
月

新
備
前
端
彎

面
桶

猿
耳

御
曹
司（
伊
達
吉
村
）よ
り
参
候
口
切

之
茶
　
上
林
初
昔
披

炭
斗
　
ふ
く
へ

香
合
　
高
麗
宝
珠
継
入

三
羽
大
鳥

茶
杓
　
利
休
作

蓋
置
　
青
竹

13
91
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

897
一
七
〇
〇
元
禄
一
三
年

一
一
月
九
日

晩

伊
達
綱
村

馮
海
栗（
粟
）墨
跡
梅
　
寒
菊

青
磁
中
か
ふ
ら

真
如
堂
手
　
藤
重

古
備
前
五
角

さ
は
り
鉢
子
形

古
高
麗
し
み

持
出
ル

棚
　
上
　
炭
斗
　
細
籠
　
長
沼
善
五

郎
上
ル

下
　
環

　
　
三
羽
鶴

香
合
　
染
付
四
角
菊
之
紋
　
此
度
御

曹
司
よ
り
参
候

水
次
　
木
地
片
口

柄
杓
窓
敷
居
ニ
掛
テ

茶
杓
　
利
休
作
　
石
州
所
持

13
104

898
一
七
〇
〇
元
禄
一
三
年
一
一
月
一
九
日

晩

伊
達
綱
村

柳
五
位
鷺
　
讃
　

琦
楚
石
　
画
　
黙

庵

梅
　
寒
菊

碪
　
織
部
殿
所
持
小
肩
衝
　
盆
　
菊
之
折

枝水
指
之
前
に
置

古
備
前
五
角

面
桶

屋
躰

持
出

香
合
　
堆
朱
福
禄
寿

三
羽
鶴

炭
斗
　
ふ
く
へ

水
次
　
木
地
片
口

茶
杓
　
三
斎
之
作
　
貞
山
様
御
代
よ

り
御
座
候

蓋
置
　
青
竹

茶
　
上
林
後
む
か
し

13
105

899
一
七
〇
一
元
禄
一
四
年

二
月
一
八
日

晩

伊
達
綱
村

定
家
懐
紙

薄
　
紅
梅

瀬
戸
異
風

面
取
　
茂
庭
周
防
上
ル

水
指
之
前
ニ
置

古
備
前
五
角

面
桶

猿
耳

持
出
ル

二
重
棚
　
上
　
香
炉
　
利
休
四
方
香

炉
之
手

下
　
香
合
　
鎌
倉
物
三
輪
之
彫
　
神

尾
紹
元
老
所
持

三
羽
大
鳥

炭
斗
　
ふ
く
へ

水
次
　
木
地
片
口

茶
杓
　
織
部
殿
作
　
中
川
立
甫
よ
り

参
候

蓋
置
　
青
竹

茶
　
三
入
後
む
か
し

13
107

900
一
七
〇
一
元
禄
一
四
年

二
月
二
五
日

晩

伊
達
綱
村

春
浦
墨
跡

梅
　
椿

瀬
戸
異
風

樽
躰

古
備
前
五
角

面
桶

崑
崙

棚
　
上
　
香
炉
　
鉄
鮹
足

下
　
香
合
　
三
輪
山

三
羽
鶴

炭
斗
　
ふ
く
へ

水
次
　
木
地
片
口

茶
杓
　
利
休
作
　
小
振
　
柴
田
庄
次

郎
上
ル

蓋
置
　
青
竹

茶
　
三
入
後
む
か
し

13
108

901
一
七
〇
一
元
禄
一
四
年

四
月
二
五
日

晩

伊
達
綱
村

虚
堂
墨
跡

柴
蘭

碪

物
相
　
盆
　
内
赤

古
備
前
五
角

面
桶

屋
躰

床
　
香
炉
　
堅
手
獅
子
口

炭
斗
　
細
籠

香
合
　
赤
絵
切
子

水
次
　
染
付
筋

茶
杓
　
利
休
作
　
小
振

蓋
置
　
石
州
根
竹

茶
　
三
入
初
む
か
し

13
110

902
一
七
〇
一
元
禄
一
四
年

五
月
一
八
日

朝

伊
達
綱
村

馮
海
栗（
粟
）墨
跡
牡（
杜
）若

古
備
前
立
鼓
　
織

部
遠
州
所
持

ね
く
た
れ
髪

南
蛮
飯
櫃
抱
桶

之
蓋
取
合

面
桶

利
休
精
進
茶
碗

床
　
香
炉
　
堅
手
獅
子
口

炭
斗
　
木
地
挽
物
弦
付

香
合
　
染
付
雲
鶴
　
御
買
物

水
次
　
青
磁

茶
杓
　
利
休
作
　
石
州
所
持

蓋
置
　
石
州
根
竹

茶
　
星
野
一ノ
白

13
113・135

903
一
七
〇
一
元
禄
一
四
年

六
月
一
○
日

晩

伊
達
綱
村

一
休
小
色
紙
　
京
極

安
智
老
所
持
　
対

馬
守
殿
よ
り
参
候

か
う
ほ
ね

籠
餌
籮

鏡
山

染
付
丸
紋
筋

備
前
　
今
度
買
候
今
井
茶
碗

床
　
香
炉
　
青
磁
亀

香
合
　
聚
楽
四
角
紅
葉
之
紋

水
次
　
か
ね
の
物

茶
杓
　
利
休
作
　
小
振
　
佐
々
豊
前

上
ル

蓋
置
　
青
竹

13
115
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

904
一
七
〇
一
元
禄
一
四
年

八
月
七
日

晩

伊
達
綱
村

兀
庵
一
行
物

か
う
ほ
ね

古
備
前
立
鼓
　
織

部
遠
州
所
持

白
玉
文
琳

水
指
之
前
ニ
置
　
盆
　

黒
塗
四
方

藤
四
郎
黄
な
た

れ

沙
波
利

吉
野
　
持
出
ル

床
　
香
炉
　
堅
手
獅
子
口

炭
斗
　
細
籠

香
合
　
青
貝
芦
鷺

水
次
　
染
付
筋
弦
付

茶
杓
　
三
斎
之
作

蓋
置
　
石
州
根
竹

茶
　
牛
加
後
む
か
し

13
120･145

905
一
七
〇
一
元
禄
一
四
年

八
月
一
五
日

晩

伊
達
綱
村

一
休
小
色
紙
　
京
極

安
智
老
所
持
　
対

馬
守
殿
よ
り
参
候

備
前
耳
付

藤
四
郎
黄
な
た

れ

沙
波
利

小
烏

炭
斗
　
青
貝
六
角

香
合
　
染
付
四
角
牛
之
紋

水
次
　
黒
塗
片
口

茶
杓
　
三
斎
作
　
貞
山
様
御
代
よ
り

御
座
候

蓋
置
　
か
ね
の
物

茶
　
牛
加
一ノ
白

13
121･147

906
一
七
〇
一
元
禄
一
四
年

八
月
一
八
日

晩

伊
達
綱
村

大
林
一
行
物

か
う
ほ
ね

青
磁
管
耳

雄
嶋

備
前
尻
張

沙
波
利

古
唐
津
　
遠
州
所
持

炭
斗
　
細
籠

香
合
　
堆
朱
松
人
形
　
周
明
造

三
羽
大
鳥

水
次
　
染
付
筋

茶
杓
　
道
安
作
　
石
州
所
持

蓋
置
　
石
州
根
竹

茶
　
牛
加
一ノ
白

13
121

907
一
七
〇
一
元
禄
一
四
年

九
月
二
日

晩

伊
達
綱
村

無
学
墨
跡

千
日
草

唐
物
籠

備
前
耳
付

伊
賀
焼
餌
籮

沙
波
利
鉢
子
形

屋
躰

炭
斗
　
梨
地
四
角

香
合
　
高
麗
宝
珠

水
次
　
青
磁
弦
付

茶
杓
　
三
斎
作
小
振
　
先
年
買
候

蓋
置
　
瀬
戸
き
り
〱

13
122･149

908
一
七
〇
一
元
禄
一
四
年

一
○
月
八
日

晩

伊
達
綱
村

布
袋
　
尚
信
筆

椿
　
閑
悦
入

新
備
前
筒
形
轆
轤

目

茶
臼
屋

石
畳

13
169

909
一
七
〇
一
元
禄
一
四
年
一
○
月
一
○
日

晩

伊
達
綱
村

布
袋
　
尚
信（
筆
）
椿
　
閑
悦
入

新
備
前
筒
形
縁
有

轆
轤
目

揚
底
芋
子

判
事
五
器

13
169

910
一
七
〇
一
元
禄
一
四
年
一
一
月
二
六
日

晩

伊
達
綱
村

堯
孝
文

小
座
敷
掛
物
　
雪

舟
山
水
流
書

白
梅
寒
菊

古
備
前
立
鼓

樽
躰
　
袋
　
萌
黄
笹
ツ

ル
時
代
薄
茶
入
　
鵜
飼
舟

さ
つ
ま
筒

面
桶

今
井
茶
碗

二
色
水
さ
し
の
前
ニ

置
合

炭
置
候

香
合
　
染
付
山
水
小
フ
リ

三
羽
大
鳥
か
け
て
置

炭
取
　
ふ
く
へ

茶
　
三
入
花
ノ
白

茶
杓
　
利
休
作
　
小
振
　
柴
田

ふ
た
置
　
青
竹

ひ
し
ゃ
く

13
178･213

911
一
七
〇
一
元
禄
一
四
年

一
二
月
三
日

晩

伊
達
綱
村

春
浦
墨
跡

水
仙

胡
銅
異
風
輪
耳

霜
夜
　
袋
　
織
留
か
ん
と

う水
指
之
前
に
置

古
備
前
五
角

面
桶

小
蛛

炭
斗
　
ふ
く
へ

香
合
　
青
貝
瓢
簞

三
羽
鶴

茶
杓
　
織
部（
作
）中
川

茶
　
鳴
滝
　
花
ノ
白

蓋
置
　
青
竹

13
214

912
一
七
〇
一
元
禄
一
四
年

一
二
月
五
日

朝

伊
達
綱
村

蕪
　
煙
水
和
尚
自

画
自
讃

水
仙
　
茶
道
入
新
備
前
耳
付
糸
目
春
慶
文
琳

下
露

13
180

913
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

三
月
一
二
日

晩

伊
達
綱
村

小
座
敷
掛
物
　
満

閬
　
探
幽
筆

白
桃
白
椿

備
前
経
筒

橋
姫
手
丸
肩
衝

薄
茶
入
　
網
代
棗

抱
桶
環
付

面
桶

新
渡
飯
櫃

炭
置
候

香
炉
　
梨
地
柴
入
籠
蓋

炭
取
細
籠

三
羽
大
鳥
入
て

香
合
　
染
付
雲
鶴

茶
　
三
入
白
む
か
し
詰

茶
杓
　
石
州
作
田
村
織
部
上
ル

蓋
置
　
石
州
根
竹

13
194･219

914
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

五
月
八
日

夜

伊
達
綱
村

枯
木
鷺
之
絵
　
洞

雲
筆

か
う
ほ
ね
　
茶

道
入

古
備
前
細
口

盤
若

呉
洲
染
付

13
199
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

915
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

六
月
一
一
日

朝

伊
達
綱
村

堯
孝
之
文

せ
き
ち
く

胡
銅
花
瓶
口

鏡
山

鏡
山
丸
壺
　
袋
　
餌
地
古

金
攔

薄
茶
入
　
嶋
物
ゑ
ふ
こ

抱
桶
尻
張

染
付
へ
こ
み

井
戸
は
け
め

井
戸
刷
毛
目

炭
置
候

香
炉
　
薩
摩
獅
子
蓋

香
合
　
染
付
牡
丹
之
紋
平
メ

三
羽
鶴

炭
斗
　
細
籠
　
宗
薫
所
持

水
次
　
か
ね
の
物

茶
　
星
野
初
む
か
し

茶
杓
　
利
休
　
安
房
進
上

蓋
置
　
青
竹

13
227･285

916
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

六
月
一
七
日

夜

伊
達
綱
村

細
川
藤
孝
懐
紙

備
前
経
筒

唐
津
平
肩
衝

熊
川
　
小
フ
リ

13
229

917
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

七
月
一
五
日

朝

伊
達
綱
村

古
備
前
細
口

網
代
芋
子

金
海
七
角

13
238

918
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

七
月
一
五
日

晩

道
白

定
家
卿
　
歌
の
切

同
前（
古
備
前
細
口
）
薄
紅
葉

熊
川
火
替

13
238

919
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

七
月
一
六
日

朝

伊
達
綱
村

同
前（
古
備
前
細
口
）
金
花
山
面
取

熊
川

13
238

920
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

七
月
二
二
日

朝

伊
達
綱
村

朝
陽
画
讃
　
画
　

牧
渓
筆

讃
　
東
叟
元
愷
和

尚

は
ち
す

備
前
異
風
　
今
度

御
曹
司
よ
り
給
候

鳴
海
肩
衝
　
袋
　
後
大

石
畳

書
院
に
而
薄
茶
入
　
銅

高
手
飯
銅

新
信
楽
耳
付

沙
波
利
鉢
子
形

堅
手
三
角

香
炉
　
瀬
戸
四
角
友
蓋

香
合
　
朱
塗
梅
鉢

三
羽
大
鳥

炭
斗
　
細
籠
　
宗
薫
所
持

水
次
　
か
ね
の
物

茶
　
星
野
後
む
か
し

茶
杓
　
宗
及
作

蓋
置
　
青
竹

13
240･288

921
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

七
月
二
五
日

晩

伊
達
綱
村

朝
陽
画
讃
　
画
　

牧
渓
筆

讃
　
東
叟
元
愷
和

尚横
三
畳
台
目
掛
物

　
頓
阿
法
師
続
草

庵
集
巻
頭
之
切

菊

備
前
異
風

紀
海
　
袋
　
小
花
輪
違

薄
茶
入
　
古
瀬
戸
時
代

茄
子

薩
摩
耳
付

沙
波
利
鉢
子
形

古
高
麗

炭
置
候

香
炉
　
利
休
四
方
香
炉
之
手

環三
羽
鶴

炭
斗
　
細
籠
　
宗
薫
所
持

香
合
　
呉
洲
染
付

水
次
　
か
ね
の
物

茶
　
向
井
初
む
か
し

茶
杓
　
利
休
作
　
石
州
所
持

蓋
置
　
青
竹

13
241･288

922
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

八
月
一
三
日

朝

伊
達
綱
村

同
前（
碧
雲
自
画
自

讃
）

備
前
異
風

揚
底
芋
子

熊
川

13
245

923
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

八
月
一
三
日

夜

道
竿

同
前（
碧
雲
自
画
自

讃
）

（
同
前
）備
前
異
風

古
唐
津
立
鼓

五
器

13
245

924
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

八
月
一
四
日

晩

伊
達
綱
村

朝
陽
画
讃
　
画
　

牧
渓
筆

讃
　
東
叟
元
愷
和

尚横
三
畳
台
目
掛
物

　
客
来
横
物
　
古

法
眼
筆

杜
若

備
前
異
風
　
御
曹

司
よ
り
給
候

鳴
海
肩
衝
　
袋
　
後
石
畳

薄
茶
入
　
藤
四
郎
耳
付

古
信
楽

面
桶

堅
手
三
角

炭
置
候

香
炉
　
瀬
戸
四
角
友
蓋

香
合
　
青
磁
向
獅
子

三
羽
大
鳥

炭
斗
　
細
籠
　
宗
薫
所
持

水
次
　
か
ね
の
物

茶
　
星
野
初
む
か
し

茶
杓
　
利
休
作
　
石
州
所
持

蓋
置
　
高
原
焼
立
鼓

13
246･289

925
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

八
月
二
三
日

晩

伊
達
綱
村

大
明
金
本
清
筆
大

字
建
仁
大
隠
和
尚

詩
並
序

備
前
経
筒

朝
鮮
瓢
簞

雨
も
り

13
247

926
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

九
月
二
六
日

朝

伊
達
綱
村

新
備
前
異
風

渋
紙
手
肩
衝

松
葉

13
257

927
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

九
月
二
七
日

朝

伊
達
綱
村

（
同
前
）新
備
前
異

風

関
守

高
麗
端

13
257

928
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

九
月
二
七
日

夜

伊
達
綱
村

（
同
前
）新
備
前
異

風

盤
若

古
唐
津

13
258
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

929
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

九
月
晦
日

朝

伊
達
綱
村

新
備
前
異
風

金
花
山
面
取
肩
衝

瀬
戸
織
部
時
代

13
258

930
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

九
月
晦
日

晩

伊
達
綱
村

備
前
経
筒

橋
姫
手
丸
肩
衝

井
戸
脇
大
茶
碗

13
258

931
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

九
月
晦
日

夜

伊
達
綱
村

（
同
前
）備
前
経
筒

小
手
巻

新
渡

13
258

932
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

一
○
月
一
日

朝

伊
達
綱
村

（
同
前
）備
前
経
筒

関
守

絵
唐
津

13
258

933
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

一
○
月
三
日

朝

伊
達
綱
村

（
同
前
）備
前
経
筒

金
花
山
面
取
肩
衝

金
海
七
角

13
259

934
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年
一
○
月
一
一
日

朝

伊
達
綱
村

堯
孝
之
文

小
菊

新
備
前
異
風
　
松

平
新
太
郎
殿
よ
り

玉
川
手
　
雄
嶋
　
袋
　

二
重
つ
る
白
地
古
金
襴

小
座
敷
に
而
薄
茶
入
　

瀬
戸
大
海

薩
摩
耳
付

面
桶

八
重
雪

炭
置
候

香
合
　
染
付
山
水
　
小
振

三
羽
野
鴈

炭
取
　
細
籠
　
宗
薫
所
持

水
次
　
塗
片
口

茶
　
河
村
初
む
か
し

茶
杓
　
石
州
作
　
遠
山
帯
刀
上
ル

瀬
戸
き
り
〱

13
260･294

935
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年
一
○
月
二
四
日

夜

伊
達
綱
村

竹
雀
　
雪
舟
筆

古
備
前
細
口

網
代
芋
子

高
麗
継
入

13
262

936
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年
一
○
月
二
五
日

朝

伊
達
綱
村

同
前（
竹
雀
　
雪
舟

筆
）

（
同
前
）古
備
前
細
口
み
と
り

新
渡

炭
置
候

13
262

937
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年
一
一
月
二
五
日

晩

伊
達
綱
村

利
休
之
文

白
梅
　
赤
椿

一
尾
伊
織
殿
作

新
兵
衛
焼
　
小
振
　
袋

　
浅
黄
地
か
ん
と
う
錦

新
備
前
端
彎

面
桶

堅
手

炭
取
　
ふ
く
へ

香
合
　
朱
塗
柚

三
羽
鶴

茶
　
橋
元
若
森
ノ
白

茶
杓
　
石
州
作
　
遠
山
帯
刀
上

蓋
置
　
青
竹

13
298

938
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年

一
二
月
九
日

晩

伊
達
綱
村

一
休
墨
跡

白
梅
　
寒
菊

二
重
　
三
斎
作

白
玉
文
琳
　
袋
　
本
能
寺

切盆
　
若
狭
盆

古
備
前
鮹
壺

面
桶

小
烏
　
持
出

香
合
　
青
貝
草
花

三
羽
鶴

炭
取
　
ふ
く
へ

茶
　
牛
加
初
む
か
し

茶
杓
　
桑
山
左
近
殿
作

蓋
置
　
青
竹

13
300

939
一
七
〇
二
元
禄
一
五
年
一
二
月
一
四
日

晩

伊
達
綱
村

馮
海
粟
墨
跡

小
座
敷
掛
物
　
流

書
夏
圭
山
水
　
雪

舟
筆

白
梅

花
筒
　
三
斎
作
拉
備
前
勢
高
　
袋
　
和
久

田
切
相
良
か
ん
と
う
継
分

薄
茶
入
　
口
は
け

新
信
楽
山
道

面
桶

堅
手
三
角

炭
置
候

香
合
　
青
貝
草
花

三
羽
大
鳥

炭
斗
　
細
籠

茶
　
上
林
初
む
か
し

茶
杓
　
織
部
作
　
中
嶋
伊
勢
上

蓋
置
　
青
竹

13
269･300

940
一
七
〇
三
元
禄
一
六
年

一
月
二
七
日

晩

伊
達
綱
村

面
壁
之
像
　
心
源

禅
師
自
画
自
讃

紅
梅
　
赤
椿

備
前
経
筒

八
十
九
　
袋
　
織
留
か
ん

と
う
小
座
敷
薄
茶
入
　
古
瀬
戸

時
代
茄
子

朝
鮮
青
磁
餌
籮
面
桶

崑
崙

炭
置
候

香
合
　
鎌
倉
彫

三
羽
大
鳥

炭
斗
　
瓢

茶
　
三
入
初
む
か
し

茶
杓
　
織
部
作
　
五
嶋
五
郎
左
衛
門

上
ル
蓋
置
　
青
竹

13
275･303

941
一
七
〇
三
元
禄
一
六
年

一
月
二
八
日

晩

伊
達
綱
村

同
前（
利
休
筆
　
牧

村
兵
部
太
輔
江
之

註
文
）

備
前
経
筒

朝
鮮
瓢
簞

伊
羅
保

13
275

942
一
七
〇
三
元
禄
一
六
年

二
月
九
日

朝

伊
達
綱
村

仙
洞
様
御
懐
紙
　

千
年
へ
て

水
仙

備
前
異
風

初
瀬
山
　
袋
　
住
吉
緞
子
猪
早
太

面
桶

唐
津
　
舟
橋
長
左
衛

門
上
ル

炭
置
候

環三
羽
大
鳥

堆
朱
五
葉
牡
丹
之
紋
　
浜
田
屋
二
右

衛
門
上
ル

炭
斗
　
梨
地
四
角
縁
菱
之
透

茶
　
又
兵
衛
初
む
か
し

茶
杓
　
石
州
作

蓋
置
　
青
竹

13
276･304
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

943
一
七
〇
三
元
禄
一
六
年

二
月
一
○
日

晩

伊
達
綱
村

利
休
筆
　
牧
村
兵

部
太
輔
江
之
註
文

古
備
前
細
口

月
影

下
露

13
277

944
一
七
〇
三
元
禄
一
六
年

二
月
一
三
日

朝

伊
達
綱
村

行
成
色
紙

備
前
経
筒

桃
花

金
海
前
切

炭
置
候

13
277

945
一
七
〇
三
元
禄
一
六
年

二
月
二
八
日

朝

伊
達
綱
村

兀
庵
一
行
物

白
玉
　
赤
椿

花
筒
　
織
部
作
　

平
メ

古
瀬
戸
肩
衝
　
袋
　
弥
惣

右
衛
門
か
ん
と
う

盆
　
青
貝
四
方
椿
蝶

古
備
前
五
角

沙
波
利

吉
野
　
持
出

香
合
　
青
貝
瓢
簞

三
羽
鶴

炭
斗
　
細
籠
　
今
井
七
九
郎
殿
よ
り

茶
　
森
本
初
む
か
し

茶
杓
　
高
山
　
利
休
作

蓋
置
　
染
付
桔
梗

13
305

946
一
七
〇
三
元
禄
一
六
年

三
月
六
日

晩

伊
達
綱
村

柘
榴
　
牧
渓
筆

桜
　
白
玉

籠

ね
く
た
れ
髪
　
袋
　
浦

井
切

古
備
前
五
角

面
桶

初
春

香
合
　
阿
蘭
陀
孔
雀

三
羽
大
鳥

炭
斗
　
瓢

茶
　
残
雪
後
む
か
し

茶
杓
　
利
休
作
　
目
利

蓋
置
　
青
竹

13
306

947
一
七
〇
三
元
禄
一
六
年

三
月
一
三
日

晩

伊
達
綱
村

柘
榴
　
牧
渓
筆

横
三
畳
台
目
掛
物

　
頓
阿
法
師
続
草

庵
集
巻
頭
之
切

古
備
前
細
口

染
色

薄
茶
入
　
春
慶
小
大
海

初
春

炭
置
候

13
280

948
一
七
〇
三
元
禄
一
六
年

五
月
九
日

晩

伊
達
綱
村

布
袋
　
画
　
卒
翁

　
讃
　
癡

小
座
敷
掛
物
　
小

松
殿
文

小
葵

淡
路
屋
釣
舟

備
前
勢
高
　
袋
　
和
久

田
切
相
良
か
ん
と
う
継

分薄
茶
入
　
春
慶
小
大
海

伊
賀
焼
異
風

面
桶

井
戸
脇

炭
置
候

香
炉
　
瀬
戸
獅
子

炭
斗
　
細
籠

香
合
　
青
貝
鷺

三
羽
大
鳥

水
次
　
か
ね
の
物

茶
　
向
井
後
む
か
し

茶
杓
　
利
休
作

蓋
置
　
青
竹

13
315･330

949
一
七
〇
三
元
禄
一
六
年

五
月
九
日

夜

伊
達
綱
村

三
猿
　
青
蓮
院
宮

尊
証
入
道
親
王
御

自
画
讃

新
備
前
糸
目
繰
形

耳

芦
刈
舟

伊
羅
保

13
315

950
一
七
〇
三
元
禄
一
六
年

五
月
一
三
日

晩

伊
達
綱
村

柳
五
位
鷺
　
讃
　

琦
楚
石
　
画
　
黙

庵小
座
敷
掛
物
　
定

家
卿
詩
歌
之
切

備
前
異
風

口
人
　
袋
　
笹
つ
る
い
な

つ
ま
梅
鉢
紋

薄
茶
入
　
口
は
け
の
手

染
付
筋
丸
紋
耳

付

沙
波
利

井
戸
脇

炭
置
候

香
合
　
青
貝
布
袋

三
羽
大
鳥

炭
斗
　
木
地
手
付

水
次
　
青
磁
釣
付

茶
　
森
本
後
む
か
し

茶
杓
　
石
州
作

蓋
置
　
土
佐
焼
割
足

13
316･331

951
一
七
〇
三
元
禄
一
六
年

五
月
二
○
日

夜

伊
達
綱
村

三
猿
　
青
蓮
院
宮

尊
証
入
道
親
王
御

自
画
讃

新
備
前
糸
目
繰
形

耳

朝
鮮
削
土

井
戸
刷
毛
目

13
316

952
一
七
〇
三
元
禄
一
六
年

五
月
二
一
日

朝

伊
達
綱
村

同
前（
三
猿
　
青
蓮

院
宮
尊
証
入
道
親

王
御
自
画
讃
）

同
前（
新
備
前
糸
目

繰
形
耳
）

紀
海

尼
五
器
火
替

13
316

953
一
七
〇
三
元
禄
一
六
年

五
月
二
三
日

朝

伊
達
綱
村

三
猿
　
青
蓮
院
宮

尊
証
入
道
親
王
御

自
画
讃

新
備
前
糸
目
繰
形

耳

小
脇
指

尼
五
器
火
替

13
317

954
一
七
〇
三
元
禄
一
六
年

六
月
二
日

朝

伊
達
綱
村

虚
堂
墨
跡

か
う
ほ
ね

代
長

古
瀬
戸
肩
衝
　
袋
　
青
木

か
ん
と
う

盆
　
若
狭
盆

古
備
前
五
角

面
桶

屋
躰
　
持
出

炭
斗
　
細
籠

香
合
　
青
貝
芦
鷺

三
羽
大
鳥

水
次
　
か
ね
の
物

茶
　
三
入
初
む
か
し

茶
杓
　
三
斎
作

蓋
置
　
青
竹

13
333
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

955
一
七
〇
三
元
禄
一
六
年

六
月
六
日

朝

伊
達
綱
村

定
家
卿
詩
哥
切

小
座
敷
掛
物
　
芦

蜻
　
李
迪
筆

さ
く
ろ

備
前
異
風

古
鷹
取
　
袋
　
か
ん
と
う

梅
鉢
紋
金
入

薄
茶
入
　
口
は
け

高
麗
飯
櫃
形

沙
波
利
鉢
子
形

井
戸
脇

炭
置
候

香
合
　
唐
蒔
絵
青
貝
蜂

三
羽
大
鳥

炭
斗
　
木
地
手
付

茶
　
三
入
一ノ
白

茶
杓
　
牧
村
兵
部
大
夫
作

ひ
し
や
く
筋
違
て

蓋
置
　
土
佐
焼
割
足

13
318･334

956
一
七
〇
三
元
禄
一
六
年

六
月
一
四
日

朝

道
竿

鏡
山

熊
川
火
替

13
319

957
一
七
〇
四

宝
永
元
年

二
月
二
六
日

晩

伊
達
綱
村

堯
孝
之
文

古
備
前
立
鼓
　
織

部
遠
州
所
持

古
薩
摩
耳
付
大
肩
衝
　

丹
後
守
殿
御
道
具

宝
勝
院
井
戸

13
369

958
一
七
〇
四

宝
永
元
年

二
月
二
六
日

夜

伊
達
綱
村

同
前（
堯
孝
之
文
）

同
前（
古
備
前
立

鼓
　
織
部
遠
州
所

持
）

岸
松
肩
衝

古
高
麗

13
369

959
一
七
〇
四

宝
永
元
年

四
月
二
七
日

晩

伊
達
綱
村

郁
山
主
仏
鑑
讃

古
備
前
細
口

峯
雪
鶴
首

宝
勝
院
井
戸

炭
置
候

13
373

960
一
七
〇
四

宝
永
元
年

五
月
七
日

朝

伊
達
綱
村

大
学（
覚
）禅
師
墨
跡

胡
銅
上
下
地
紋
有

菅（
管
）耳

古
備
前
耳
付
文
琳

薄
茶
入
　
霊
照
女

細
川
刷
毛
目

13
374

961
一
七
〇
四

宝
永
元
年

五
月
二
七
日

晩

伊
達
綱
村

柳
五
位
鷺
　
讃
　
琦

楚
石
　
画
　
黙
庵

胡
銅
飯
櫃
無
地
帯

喰

古
備
前
耳
付
文
琳

薄
茶
入
　
山
姥

堅
手
火
替

13
377

962
一
七
〇
四

宝
永
元
年

八
月
三
日

晩

伊
達
綱
村

行
成
卿
歌
之
物

備
前
異
風
耳
付

山
端
尻
張

焼
藻

炭
置
候

13
380

963
一
七
〇
四

宝
永
元
年

八
月
一
八
日

晩

伊
達
綱
村

清
拙
墨
跡

古
備
前
立
鼓
　
織

部
遠
州
所
持

新
兵
衛
丸
壺

薄
茶
入
　
翁
手
胴
〆
口

広

小
蛛

炭
置
候

13
380

964
一
七
〇
四

宝
永
元
年

九
月
二
六
日

晩

伊
達
綱
村

一
休
小
色
紙
　
春

た
つ
と

新
備
前
轆
轤
目
筒

形
縁
有

源
十
郎
肩
衝

寿
命
院
堅
手

13
383

965
一
七
〇
四

宝
永
元
年

一
○
月
七
日

晩

伊
達
綱
村

一
休
和
尚
梅
自
画
自

讃

古
備
前
立
鼓
　
織

部
遠
州
所
持

村
雨
肩
衝
　
盆
　
四
方

　
内
赤
外
黒

薄
茶
入
　
円
座
柿

三
嶋
刷
毛
目
塩
笥
　

小
茶
碗

炭
前
後
置
候

13
384

966
一
七
〇
四

宝
永
元
年

一
○
月
一
五
日

晩

伊
達
綱
村

梅
　
一
休
和
尚
自
画

自
讃

古
備
前
立
鼓
　
織

部
遠
州
所
持

村
雨
肩
衝
　
利
休
所
持

薄
茶
入
　
残
雪

三
嶋
刷
毛
目
塩
笥
　

小
振

炭
置
候

13
385

967
一
七
〇
四

宝
永
元
年

一
○
月
一
六
日

晩

伊
達
綱
村

梅
　
一
休
和
尚
自
画

自
讃

古
備
前
立
鼓
　
織

部
遠
州
所
持

村
雨
肩
衝
　
利
休
所
持

薄
茶
入
　
残
雪

三
嶋
刷
毛
目
塩
笥
　

小
振

13
385

968
一
七
〇
四

宝
永
元
年

一
○
月
一
八
日

晩

伊
達
綱
村

梅
　
一
休
和
尚
自
画

自
讃

古
備
前
立
鼓
　
織

部
遠
州
所
持

村
雨
肩
衝
　
利
休
所
持

薄
茶
入
　
苔
露
大
海

三
嶋
刷
毛
目
塩
笥
　

小
振

炭
置
候

13
385

969
一
七
〇
四

宝
永
元
年

一
○
月
一
九
日

晩

伊
達
綱
村

梅
　
一
休
和
尚
自
画

自
讃

古
備
前
立
鼓
　
織

部
遠
州
所
持

村
雨
肩
衝
　
利
休
所
持

薄
茶
入
　
円
座
柿

三
嶋
刷
毛
目
塩
笥
　

小
振

炭
前
後
置
候

13
385

970
一
七
〇
四

宝
永
元
年

一
○
月
二
八
日

晩

伊
達
綱
村

梅
　
一
休
和
尚
自
画

自
讃

古
備
前
立
鼓
　
織

部
遠
州
所
持

村
雨
肩
衝
　
利
休
所
持

薄
茶
入
　
残
雪
茄
子

三
嶋
刷
毛
目
塩
笥
　

小
振

炭
置
候

13
386

971
一
七
〇
四

宝
永
元
年

一
一
月
二
日

晩

伊
達
綱
村

梅
　
一
休
和
尚
自
画

自
讃

古
備
前
立
鼓
　
織

部
遠
州
所
持

村
雨
肩
衝
　
利
休
所
持

薄
茶
入
　
残
雪
茄
子

三
嶋
刷
毛
目
塩
笥
　

小
振

炭
置
候

13
386

972
一
七
〇
四

宝
永
元
年

一
一
月
七
日

晩

伊
達
綱
村

梅
　
一
休
和
尚
自
画

自
讃

古
備
前
立
鼓
　
織

部
遠
州
所
持

村
雨
肩
衝
　
利
休
所
持

薄
茶
入
　
柳
手
大
海

三
嶋
刷
毛
目
塩
笥
　

小
振

炭
置
候

13
387

973
一
七
〇
四

宝
永
元
年

一
一
月
一
○
日

晩

伊
達
綱
村

梅
　
一
休
和
尚
自
画

自
讃

古
備
前
立
鼓
　
織

部
遠
州
所
持

村
雨
肩
衝
　
利
休
所
持

薄
茶
入
　
円
座
柿

三
嶋
刷
毛
目
塩
笥
　

小
振

炭
置
候

13
387

974
一
七
〇
四

宝
永
元
年

一
一
月
二
二
日

晩

伊
達
綱
村

梅
　
一
休
和
尚
自
画

自
讃

古
備
前
立
鼓
　
織

部
遠
州
所
持

村
雨
肩
衝
　
利
休
所
持

薄
茶
入
　
柳
手
大
海

三
嶋
刷
毛
目
塩
笥
　

小
振

炭
置
候

13
387
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番号

西
　
暦

年
　
号

日
　
付

時
間

席
　
主

床

花

花
　
入

茶
　
入

水
　
指

建
　
水

茶
　
碗

懐
石
・
菓
子

そ
　
の
　
他

出典
頁

975
一
七
〇
四

宝
永
元
年

一
二
月
一
一
日

晩

伊
達
綱
村

梅
　
一
休
和
尚
自
画

自
讃

古
備
前
立
鼓
　
織

部
遠
州
所
持

村
雨
肩
衝
　
利
休
所
持

薄
茶
入
　
木
戸
大
海

三
嶋
刷
毛
目
塩
笥
　

小
振

炭
置
候

13
389

976
一
七
〇
四

宝
永
元
年

一
二
月
一
六
日

晩

伊
達
綱
村

梅
　
一
休
和
尚
自
画

自
讃

古
備
前
立
鼓
　
織

部
遠
州
所
持

村
雨
肩
衝
　
利
休
所
持

薄
茶
入
　
残
雪
茄
子

三
嶋
刷
毛
目
塩
笥
　

小
振

13
389

977
一
七
〇
五

宝
永
二
年

一
月
二
五
日

晩

伊
達
綱
村

竺
田
語
心
墨
跡

備
前
異
風
　
松
平

新
太
郎
殿
よ
り

村
雨
　
盆
　
内
赤
外
黒
四

方
盆

薄
茶
入
　
博
多
大
海

竜
田

炭
置
候

13
392

978
一
七
〇
五

宝
永
二
年

二
月
一
日

晩

伊
達
綱
村

一
休
和
尚
自
画
自
賛

古
備
前
立
鼓

村
雨
肩
衝
　

薄
茶
入
　
博
多
大
海

立
田

炭
置
候

13
392

979
一
七
〇
五

宝
永
二
年

二
月
一
六
日

晩

伊
達
綱
村

定
家
卿
記
録
　
中

将
転
任

備
前
異
風
　
松
平

新
太
郎
殿
よ
り

美
奈
濃
川

薄
茶
入
　
瀬
戸
大
海
　
遠

州
所
持

黄
天
目
　
台
尼
ヶ
崎

炭
置
候

13
397

《
出
典
》

1
　
永
島
福
太
郎
編
　『
天
王
寺
屋
会
記
』
六
　
淡
交
社
　
一
九
八
九
年

2
　
永
島
福
太
郎
編
　『
天
王
寺
屋
会
記
』
七
　
淡
交
社
　
一
九
八
九
年

3
　
千
宗
室
編
纂
　「
宗
湛
日
記
」『
茶
道
古
典
全
集
』
第
六
巻
　
淡
交
社
　
一
九
五
六
年

4
　
千
宗
室
編
纂
　「
松
屋
会
記
」『
茶
道
古
典
全
集
』
第
九
巻
　
淡
交
社
　
一
九
五
六
年

5
　
竹
内
順
一
、
矢
野
環
、
田
中
秀
隆
、
中
村
修
也
　『
秀
吉
の
知
略
「
北
野
大
茶
湯
」
大
検
証
』　
淡
交
社
　
二
〇
〇
九
年

6
　
市
野
千
鶴
子
校
訂
　『
古
田
織
部
茶
書
』
二
　
思
文
閣
出
版
　
一
九
八
四
年

7
　
小
堀
宗
慶
編
　『
小
堀
遠
州
茶
会
記
集
成
』　
主
婦
の
友
社
　
一
九
九
六
年

8
　
松
山
吟
松
庵
校
訂
　
熊
倉
功
夫
補
訂
　『
茶
道
四
祖
伝
書
』　
思
文
閣
　
一
九
七
四
年

9
　
千
宗
左
監
修
　
千
宗
員
編
　『
江
岑
宗
左
茶
書
』　
主
婦
の
友
社
　
一
九
九
〇
年

10
　
谷
晃
校
訂
　『
金
森
宗
和
茶
書
』　
思
文
閣
出
版
　
一
九
九
七
年

11
　「
三
菩
提
院
宮
御
記
抄
」『
日
本
之
茶
道
』
二
巻
二
号
～
五
巻
六
号
　
日
本
之
茶
道
社
　
一
九
三
六
～
一
九
三
九
年

12
　
谷
端
昭
夫
　「
後
西
院
御
茶
之
湯
記
」『
公
家
茶
道
の
研
究
』　
思
文
閣
出
版
　
二
〇
〇
五
年

13
　
酒
井
巖
　『
伊
達
綱
村
茶
会
記
』　
酒
井
ゑ
い
　
一
九
六
八
年

14
　
赤
松
俊
秀
編
纂
　『
隔
蓂
記
』　
思
文
閣
出
版
　
一
九
九
七
年


